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坂戸・鶴ヶ島消防組合

岡部　久志消防長

消
防
力
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
組

　
近
年
、
気
象
状
況
の
変
化
に
よ
り

地
震
、
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
、

豪
雪
な
ど
様
々
な
災
害
が
激
甚
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
速
に
進
む
高

齢
化
や
核
家
族
化
に
よ
り
救
急
車
の

需
要
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
方
々
の

消
防
に
対
す
る
要
望
や
期
待
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
応
え
る
た
め
に
は
、
さ

ら
な
る
消
防
力
の
充
実
強
化
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
、
様
々
な
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
信
頼

　
消
防
が
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た

め
に
必
要
な
事
は
、
安
全
で
迅
速
か

つ
確
実
な
現
場
で
の
活
動
だ
と
考

え
、
日
頃
か
ら
、
様
々
な
想
定
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

技
術
、
知
識
の
伝
承

　
こ
こ
数
年
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
定

年
退
職
が
進
む
と
と
も
に
、
毎
年
10

名
前
後
の
職
員
が
新
規
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
世
代
交
代
が
進
む
中
、
消

防
の
技
術
、知
識
を
確
実
に
伝
承
す
る

た
め
、若
年
層
の
職
員
を
対
象
と
し
た

活
動
訓
練
を
実
施
し
、
ベ
テ
ラ
ン
が

指
導
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

多
言
語
対
応
の
推
進

　
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
外
国
人
の
来

訪
に
対
応
す
る
た
め
、
多
言
語
通
訳

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
16
言

語
の
外
国
語
が
対
応
可
能
で
あ
り
119

番
通
報
時
や
災
害
現
場
に
お
い
て
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
様
々
な
取
組
が
、
市
民

の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員

一
丸
と
な
っ
て
市
民
を
守
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

   

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

　

出
場
を
目
標
に

　
平
成
30
年
度
の
第
47
回
全
国
消
防

救
助
技
術
大
会
出
場
に
向
け
て
41
名

の
隊
員
が
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
救
助
技
術
大
会
に
出
場
す

る
た
め
に
は
、
各
地
区
の
消
防
救
助

技
術
指
導
会
を
突
破
し
て
、
埼
玉
県

内
の
消
防
本
部
か
ら
も
一
握
り
の
救

助
隊
員
し
か
最
終
の
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
大
会
の
目
的
は
、
訓
練
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
り
、
救
助
の
高
度
化

に
対
応
す
る
基
本
的
要
素
を
練
磨
し

て
、
消
防
救
助
活
動
に
不
可
欠
な
体

力
、
精
神
力
、
技
術
力
を
養
う
と
と

も
に
、
他
の
模
範
と
な
る
消
防
救
助

隊
員
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
訓

練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
消

防
に
寄
せ
る
期
待
に
力
強
く
応
え
て

い
き
ま
す
。

　消防隊、救助隊、救急隊での現場活動経験
と、救急救命士の資格を持つ。平成28年４月
から坂戸・鶴ヶ島消防組合消防長に就任。

≪写 真≫
➊＝大家神社で行われた消火訓練
　の様子

➋＝屈折はしご付消防車による
　救出訓練の様子

➌＝高速道路内の火災現場に駆け
　付け消火活動を行っている様子

➍＝車両破壊訓練の様子

特集

　市内在住の外国人や市内を訪れる外国人な
ど、日本語でコミュニケーションが取れない
方への対応が可能な多言語通訳システムを導
入しました。
　これにより、119番通報時及び災害現場での
16言語の外国語対応ができます。

➊➊➋➋

➌➌

  

救
助
現
場
か
ら

　
平
成
29
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風

21
号
に
よ
り
、
当
消
防
本
部
管
内
で

は
８
件
の
救
助
事
案
が
発
生
し
ま
し

た
。
救
助
出
場
に
伴
い
、
消
防
車
両

37
台
、
延
べ
人
員
116
名
を
動
員
し
活

動
に
あ
た
り
、
９
名
の
要
救
助
者
を

救
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
８
件
の
救
助
事
案
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
、
乗
用
車
で
冠
水
し

た
道
路
に
進
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

走
行
不
能
と
な
り
、
自
力
で
の
脱
出

が
不
能
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
自
然

災
害
は
予
期
せ
ぬ
事
態
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
多
く
、「
大
丈
夫
だ
ろ
う
。」

と
い
う
心
の

が
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
一
歩
引

く
勇
気
を
持
っ
て
、
自
ら
も
危
険
を

回
避
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

昨年 10 月に発生した台風の影響で動け昨年 10 月に発生した台風の影響で動け
なくなった車から人を救助する様子なくなった車から人を救助する様子

大会に向けて訓練を行う消防救助隊員大会に向けて訓練を行う消防救助隊員

➍➍

特集　市民を守る消防　　問合せ　坂戸・鶴ヶ島消防本部☎281・3119

3者間通話による119番の多言語対応

外国人通報者
119番

指令センター

多言語通訳センター

❶119番通報（外国語）

❹日本語

❷通訳依頼
  （日本語）

❸外国語
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多言語通訳システムを導入

岡部

　

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
、
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
消
防
防
災
体
制
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

各
種
災
害
に
対
し
、
被
害
を
最
小
限

度
に
食
い
止
め
る
た
め
「
知
識
・
技

術
の
向
上
」
及
び
「
迅
速
、
安
全
で

確
実
な
行
動
」
を
目
指
し
ま
す
。
併

せ
て
、
技
術
の
伝
承
と
職
員
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

消
防
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。



消
防
団
員
と
は

　
消
防
団
員
は
、
消
防
署
の
消
防
職

員
と
は
異
な
り
、
火
災
や
大
規
模
災

害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場

へ
駆
け
つ
け
、
そ
の
地
域
で
の
経
験

を
活
か
し
た
消
火
・
救
助
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
住
む
地
域
を
守
り
た
い
！
」

と
い
う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
団
員

272
名
（
本
部
６
名
、
多
機
能
隊
９
名
、

女
性
部
13
名
、
三
芳
野
分
団
34
名
、

勝
呂
分
団
38
名
、
坂
戸
分
団
54
名
、

入
西
分
団
41
名
、
大
家
分
団
37
名
、

大
学
生
機
能
別
団
員
40
名
）
が
所
属

し
て
い
る
坂
戸
市
消
防
団
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
消
防
団
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

消
防
団
の
多
岐
に
渡
る
活
動

　
消
防
団
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
、
常
日
頃
か
ら
消
防
団
車
両
を

使
っ
た
放
水
訓
練
や
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
な
ど
の
救
助
資
機
材
を
使
っ
た

訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
女
性
部
を
は
じ

め
と
す
る
各
分
団
が
地
域
の
自
主
防

災
組
織
な
ど
と
連
携
し
、
防
災
訓
練

や
普
通
救
命
講
習
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
啓
発
活
動
と
し

て
定
期
的
に
夜
警
な
ど
の
巡
回
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
時
は
、

水
防
団
員
と
し
て
市
災
害
対
策
本
部

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
形
や
道
路
網

な
ど
を
熟
知
し
た
団
員
が
土
の
う
積

み
な
ど
の
防
災
活
動
を
迅
速
に
行
い
、

地
域
の
被
害
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
地
域
を

災
害
か
ら
守
り
ま
せ
ん
か
？

　
消
防
団
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
・

参
加
し
た
い
と
い
う
方
は
、
坂
戸
・

鶴
ヶ
島
消
防
本
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

地域を守る消防…
それが消防団

　

現
在
、
坂
戸
市
で
は
、
272
名
の
消

防
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

非
常
備
消
防
で
あ
る
消
防
団
員
は
、

基
本
的
に
消
防
以
外
の
職
務
を
本
業

と
し
て
お
り
、
消
防
署
の
消
防
職
員

と
比
べ
て
、
地
域
に
よ
り
密
着
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
消
防
職
員
の
活
動

の
後
方
支
援
や
地
域
密
着
型
の
予
防

活
動
な
ど
で
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
消
防
ポ
ン

プ
車
操
法
や
多
機
能
部
隊
訓
練
な
ど
、

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
こ
で
は
、
坂
戸
市
消
防
団
長
、

消
防
団
と
共
に
地
域
を
守
っ
て
い
る

鶴
舞
地
区
の
自
主
防
災
委
員
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

消
防
団
と
連
携
し
た

地
域
防
災
の
取
組

　
鶴
舞
自
治
会
で
は
、
坂
戸
市
民
総

合
防
災
訓
練
に
加
え
、
消
防
団
と
連

携
し
て
自
主
防
災
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
鶴
舞
地
区
の
自
主
防
災
訓
練
は
、

年
一
回
開
催
し
、
毎
回
300
人
近
く
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
消
防
団
大
家
分
団
と
連

携
し
、
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
参

集
と
避
難
者
受
付
、
本
会
場
へ
の
避

難
誘
導
、
本
会
場
で
の
救
出
訓
練
や

消
火
器
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
に
よ
り
要
救
助

者
が
発
生
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
門

扉
に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
迅
速
な
安
否

確
認
を
行
う
な
ど
、
実
際
の
被
災
を

想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
高
齢
世
帯
の
多
い
箇

所
や
類
焼
が
心
配
さ
れ
る
地
区
等
を

選
定
し
て
出
前
訓
練
を
行
い
、
消
火

器
消
火
訓
練
や
火
災
警
報
器
の
全
居

室
設
置
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
と
協
力
し
な

が
ら
毎
年
２
か
所
以
上
で
実
施
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
こ

の
地
域
を
『
住
み
よ
い
ま
ち
』
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　消防操法は、火災現場での放水までの基本とな
る最も重要な訓練です。消防団員は、消防ポンプ
車を使用し、日頃から消防操法訓練に励んでいます。

　２年に１度、消防団の消防操法大会が開催され、
今年は６月24日（日）に行われる予定です。65秒間
という基準時間で、迅速かつ安全・的確に標的に
向け放水することを競い合います。

≪写 真≫
➊＝昨年行われた放水訓練の様子
➋＝大学生機能別団員が救急講習
　を行っている様子
➌＝消防出初式で行われた水消火
　器体験の様子
➍＝大学生機能別団員による避難
　所運営訓練の様子
➎＝坂戸市民総合防災訓練で行わ
　れた救出救助訓練の様子
➏＝救助資機材（エンジンカッタ―）
　を使用した訓練を行っている
　様子

➊➊

➋➋➌➌

➍➍➎➎➏➏

特集　市民を守る消防　　問合せ　坂戸・鶴ヶ島消防本部☎281・3119
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「自分たちのまちは
自分たちで守る」

鶴舞自主防災委員長

三島　康弘さん島島 康康康康康康康弘弘弘弘島島 康康弘弘

坂戸市消防団

大澤　勝団長
　平成３年から27年間消防団
員として活動。平成30年４月
から坂戸市消防団長に就任。

女性消防団員によるＡＥＤ講習女性消防団員によるＡＥＤ講習

消防操法大会

自分の住む地域で火災は出さない
～消防の基本「消防操法」～
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INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

平
成
30
年
度

坂
戸
市
の
予
算

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

◇
収
入
の
中
心
と
な
る
市
税
（
市
民
税
、
固

　

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）

↓
前
年
度
比
1.0
％
増

◇
建
設
事
業
等
を
す
る
た
め
に
お
金
を
借
り

　

る
市
債

↓
前
年
度
比
35.3
％
増

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

　

３
つ
の
項
目
を
重
点
施
策
に
据
え
、
各
種

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

①
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
高
齢
者
や
社
会
的

　

弱
者
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

②
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
ま

　

ち
づ
く
り

③
地
域
の
活
力
を
高
め
、
快
適
な
環
境
を
創

　

造
す
る
ま
ち
づ
く
り

徹
底
し
た
節
約
や
収
入
と

　

支
出
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
！

平
成
30
年
度
の
坂
戸
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

財
源
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
（
内
線
１
５
４
）

前年度当初予算と比べて５％増

平成30年度

296億1,100万円
一般会計当初予算

特別会計予算
市の全般的な管理事務に使
うお金

商工業の振興や観光、労働
者支援のために使うお金

保健衛生、ごみ処理等に使
うお金

農業振興や農業施設の管理
に使うお金

市債を返済するために使うお金 災害復旧に使うお金や予備費

消防や救急、防災に使うお金

議会の活動に使うお金

総務費

土木費

教育費

衛生費

公債費

消防費

議会費

農林水産業費

そ の 他

商工・
労働費

民 生 費 121,000円

36,600円

32,700円

32,500円

24,900円

24,100円

14,300円

2,500円

1,900円

1,500円

500円

※市民１人当りの税負担額、使われるお金は、
　市税総額及び歳出を人口101,233人（3月1日
　現在、外国人を含む）から算出したものです。

市民１人あたりに使われるお金（歳出）

福祉全般に使うお金

道路、公園整備等に使うお金

教育全般に使うお金

5億3,340万8千円

6,498万3千円

5億9,006万3千円

2億2,266万5千円

102億9,100万円

67億1,802万6千円

11億2,133万2千円

53万円

195億4,200万7千円

（△9％）

（△6％）

（21％）

（△18％）

（△20％）

（△5％）

（11％）

（1％）

（△13％）

会　計　名

合 計

石井土地区画整理事業

坂戸中央２日の出町土地区画整理事業

片柳土地区画整理事業

関間四丁目土地区画整理事業

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平委員会

（ ）は対前年度伸び率

一般会計歳入 一般会計歳出

市税
128億8,881万7千円
43.5％

市税
128億8,881万7千円
43.5％

国庫支出金
46億4,642万7千円
15.7％

市債
27億9,080万円
9.4％

地方交付税
25億円 8.5％

使用料及び手数料
3億352万2千円 1.0％

地方消費税交付金
16億2,900万円 5.5％

分担金及び負担金
3億3,617万1千円
1.1％

県支出金
18億103万1千円 6.1％

繰入金
14億8,870万8千円
5.0％

その他
12億2,652万4千円 4.2％

民生費
122億5,172万2千円
41.4％

土木費
33億643万円
11.2％

教育費
32億9,087万円
11.1％

公債費
24億4,124万2千円 8.2％

土木費
33億643万円
11.2％

総務費
37億659万2千円
12.5％

教育費
32億9,087万円
11.1％

衛生費
25億2,334万1千円
8.5％

公債費
24億4,124万2千円 8.2％

消防費
14億4,526万8千円
4.9％

議会費
2億5,475万6千円 0.9％

商工費
1億483万9千円 0.4％

農林水産業費
1億9,132万4千円0.6％

労働費
4,451万6千円 0.1％
その他
5,010万円 0.2％

歳 出
296億1,100万円

歳 入
296億1,100万円

詳しくは
「わかりやすい予算書」を
見てほしいの♪

坂戸市  わかりやすい予算書
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主な事業と使いみち
問合せ　財政課（内線154）

英語力向上推進事業　737万円

体力向上推進事業　　215万円

子育て世代包括支援推進事業
（母子保健型）　　  719万9千円

●障害児給付費等支給事業　　２億３,639 万３千円

●学校コンピュータ整備事業　１億１,223 万５千円

●学校エアコン整備事業　　　　　９,229 万２千円

●高齢者生きがい対策事業　　　   694 万５千円

●障害福祉補助事業　　　　　  ３,165 万９千円

●自殺対策推進事業　　　　　　　230 万８千円

　市民健康センターに設置した「子育て世代包
括支援センター」で妊産婦の相談支援や産後ケ
アなどを実施します。

　全ての中学生を対象に、英検の受検機会を設
け、英語学習の意欲の向上を図ります。

　専門的な技術を有する講師による小学校での水
泳指導及び中学校での柔道指導を実施します。

　浸水や冠水による被害の軽減を図るため、
機動性を備えた排水ポンプ車を整備します。

　平成30年度予算では、「第６次坂戸市総合振興計画」に定める基本理
念を踏まえ、「安心して暮らせる、高齢者や社会的弱者にもやさしいま
ちづくり」、「将来を担う子どもたちを応援するまちづくり」、「地域の活
力を高め、快適な環境を創造するまちづくり」の３本の柱を重点施策
に据え、「第６次坂戸市総合振興計画」の将来都市像「笑顔でつなぐ躍
動のまち、さかど」の実現に向け、市政運営を展開してまいります。
　なお、詳細はわかりやすい予算書をご覧ください。
　わかりやすい予算書は、市ホームページでご覧いただけます。

　

〜
平
成　

年
度　

施
政
方
針
〜

　

市
長
就
任
以
来
、
市
民
目
線
で

の
市
政
運
営
に
重
点
を
置
き
、
特

に
財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
常

に
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
、
足
腰

の
強
い
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指

し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
種

事
業
の
成
果
が
着
実
に
実
を
結
び
、

市
民
の
負
託
に
応
え
て
き
た
も
の

と
自
負
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
の

動
向
等
を
的
確
に
捉
え
、
効
果
的

な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、
市

民
福
祉
の
向
上
に
全
身
全
霊
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（「
平
成
30
年
度
施
政
方
針
」よ
り
抜
粋
）

※
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
（
内
線
１
３
４
）

「
笑
顔
で
つ
な
ぐ
躍
動
の
ま
ち
、

　

さ
か
ど
」
の
実
現
に
向
け
て

坂戸市長　石川  清

30

将来を担う子どもたちを
応援するまちづくり

まちづくりを下支えする施策

　公民館及び入西地域交流センターの祝日
開館を試行します。

平成30年度

　葉酸の代謝等に関する遺伝子検査や、食事調
査に基づいた個人別の栄養指導を含む講習会等
を実施します。

　防災行政無線をデジタル化するための設計委
託を実施します。

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の新型受
信機を整備します。

9 8

安心して暮らせる、高齢者や
社会的弱者にもやさしいまちづくり

排水ポンプ車整備事業
　　　　　   １億566万2千円

公民館・入西地域交流センター
祝日開館実施事業　　250万円

　広域静苑組合への加入に向け、火葬場施設の
整備等に係る経費を負担します。

　市民バスの更なる利便性の向上を図るため、
運行計画の見直しを実施します。

　未婚率の改善等を図るため、継続的な相談支
援が受けられる窓口の開設、地域ぐるみでの婚
活支援などの事業を展開します。

地域の活力を高め、
快適な環境を創造するまちづくり

婚活支援事業　　　  94万６千円 ●森戸橋架替整備事業（継続事業）
　　　　　　　　　　　　  ３億 1,808 万８千円
●住宅対策事業　　　　　　　　1,671 万３千円
●農業活性化事業　　　　　　　　398 万１千円

地域公共交通運行事業
　　　　　　　  ８,713万９千円

斎場整備事業　3億４,245万7千円

葉酸プロジェクト（認知症予防等）
推進事業　　 　　　177万1千円

防災行政無線放送設備デジタル化事業　
　　　　　　　　　　1,500万円

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
整備事業　　　　　 355万2千円

新斎場完成予想ＣＧ新斎場完成予想ＣＧ
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３
月
１
日
（木）
に
土
地
所
有
者
、
坂

戸
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一ひ

ふ

み
二
三
富
の
会

の
三
者
に
よ
り
、
市
民
緑
地
の
管
理

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
が
土
地
所
有
者
か
ら
緑
地
を
借

り
受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
下
草
刈
り

な
ど
の
管
理
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
に
残
さ
れ
た
緑
を
守
り

育
て
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
自
由
に
散
策
で
き
る
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
市
民
の
森

を
ぜ
ひ
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

場　
所　
堀
込
41
番
、
新
堀
87
番
、

新
堀
96
番
（
入
西
小
学
校
先
の
堀

込
と
新
堀
の
境
付
近
の
山
林
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
５
）

　
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
対
象　
平
成
30
年
中
に
市
内
で

　
撮
影
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
写
真

募
集
部
門　

◇
「
自
然
・
風
景
部
門
」

市
内
の
自
然
風
景
、
建
物
、
街
並

み
、
草
花
な
ど
季
節
感
を
こ
め
た

写
真　

◇
「
い
き
い
き
坂
戸
部
門
」

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
日
常
に
お
け

る
笑
顔
や
元
気
で
活
気
が
あ
る
写

真
応
募
点
数　
各
部
門
に
つ
き
一
人
３

　
点
ま
で

応
募
期
間　
４
月
10
日
（火）
〜
平
成
31

年
１
月
４
日
（金）

応
募
方
法　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
応
募
専
用
サ
イ
ト
か
ら
の
投

稿
方
式
で
の
応
募

※
プ
リ
ン
ト
写
真
に
よ
る
郵
送
及
び

持
込
み
に
よ
る
応
募
は
、
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

結
果
発
表　
平
成
31
年
３
月
上
旬

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

商
工
労
政
課
に
あ
る
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
『
坂
戸
よ
さ
こ
い
部
門
』
の
詳
細

は
、
広
報
さ
か
ど
10
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
７
）

　
西
入
間
警
察
署
で
は
、
市
民
の
要

望
と
放
置
駐
車
車
両
の
実
態
を
踏
ま

え
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
を
行
う
た

め
に
駐
車
監
視
員
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
か
ら
、
駐
車
監
視
員
の

放
置
駐
車
違
反
取
締
り
重
点
区
域
を

変
更
し
ま
す
。

変
更
点

◇
北
坂
戸
駅
周
辺　
薬
師
町
地
内
区

域
の
一
部
削
減
、
伊
豆
の
山
町
及

び
溝
端
町
地
内
区
域
の
一
部
拡
張

及
び
重
点
路
線
の
廃
止

◇
若
葉
駅
周
辺　
鶴
ヶ
島
市
藤
金
・

共
栄
町
・
脚
折
町
地
内
区
域
に
取

締
り
重
点
路
線
を
新
設

※
放
置
駐
車
標
章
が
貼
ら
れ
て
い
た

ら
、
標
章
、
運
転
免
許
証
、
車
検

証
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の
警
察
署

又
は
交
番
へ
出
頭
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
埼
玉
県
警
察
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
西
入
間
警
察
署
☎
284
・
０
１
１
０

市
民
の
森
が
で
き
ま
し
た
！

緑
い
っ
ぱ
い
の
憩
い
の
場

緑と花と清流基金緑と花と清流基金
緑と花と清流保全等活動事業補助金緑と花と清流保全等活動事業補助金

高さが15m以上で、1.2mの高さの
幹の周囲が1.5m以上のもの

枝葉の面積が25㎡以上のもの

市街化区域…面積が500㎡以上

市街化調整区域…面積が3,000㎡以上

植生後 10年以上のもので、長さ30m
以上、かつ、高さが1.2m以上のもの

2,000円

2,000円

１㎡につき
10円

１㎡につき
1円

10mにつき
700円

保

存

樹

木

つる性樹木

独立樹木

樹林・竹林

生　け　垣

 区　　分 指　定　基　準 補助金額
（年額）

◇
自
然
・
風
景
部
門

最
優
秀
賞
「
鑑
賞
独
り
占
め
」

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
石
ち
ゃ
ん

◇
い
き
い
き
坂
戸
部
門

最
優
秀
賞
「
狐
と
獅
子
」

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
あ
ま
が
え
る

◇
坂
戸
よ
さ
こ
い
部
門

最
優
秀
賞
「
お
や
じ
の
出
番
」

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
じ
じ

末広町

溝端町

伊豆の山町

薬師町

芦山町
北坂戸駅北坂戸駅

至高坂駅至高坂駅

至坂戸駅至坂戸駅

溝端公園

ＵＲ都市機構
北坂戸団地

芦山公園

鶴ヶ島ＩＣ

千代田三丁目関間

脚折町４
交差点

若葉駅若葉駅
ワカバウォーク

女子栄養大学

至坂戸駅至坂戸駅

至鶴ヶ島駅至鶴ヶ島駅

前回の受賞作品 め
っ
け
た

め
っ
け
た  

さ
か
ど
！

さ
か
ど
！  

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト  

観
光
編

観
光
編

第
４
回

放
置
駐
車
違
反
取
締
り
重
点
区
域
の
変
更

反反反
取

緑と花と清流基金
　緑と花と清流基金は、ごみ減量の成果を目に見え
るものに還元しようとするもので、緑の保全・創造
に関する事業の財源としています。
　基金は、平成16年度から始まった「新たなごみ
の分別後のごみ量」を「旧分別のごみ量」と比較し、
その成果に応じ一般会計から積み立てています。
　昨年度は約6,444トンの削減に対し、約1,933万円
の積立てができました。今年度も「花のまちづくり
推進事業」、「緑化活動への補助金」等の８事業を展開
する予定です。
　引き続き、緑と花と清流の保全のため、ごみの減
量にご協力ください。

緑と花と清流保全等活動事業補助金
対　象　市民団体、区・自治会、ＰＴＡ、子供会な
　ど市内で活動する営利目的でない団体
対象事業と経費
◇地域の緑化推進に関する事業のうち、樹木の植栽
　や緑地の管理に要する経費等
◇花壇の設置に関する事業のうち、新たな花壇の設
　置に要する経費
◇清流の保全に関する事業のうち、河川の水質調査
　や河川の清掃に要する経費等
補助金額　１団体10万円以内（年１回、同一の事業
　は３年を限度）
※予算の範囲内で先着順となります。
問環境政策課（内線365）

生け垣設置奨励補助金
対　象　新たに、道路に３ｍ以上連続して沿う、樹
高１ｍ以上、生け垣の長さ１ｍあたり３本以上植
樹する場合。生け垣に適した樹種で、生け垣と道
路の間に築造物が存在しないこと。
※申請前に着工した場合は補助対象になりません。

補助金額　１ｍあたり 3,000円（限度額 50,000円）
※生け垣を設置するために、ブロック塀等を撤去す
　る場合も別途補助金が出ます。
保存樹木補助金
対　象　下表の基準に達した樹木、樹林等を保存樹
木として指定し、補助金を交付します。指定期間
は５年で、その後も更新可能です。
補助金額等　下表のとおり

保存樹木等の補助金交付保存樹木等の補助金交付

※補助金は全て予算の範囲内で先着順となります。
問環境政策課（内線365）
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市
で
は
、
市
民
が
主
体
と
な
る
自

立
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
市
民
活
動
団
体
か
ら
の
提
案

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
、
市
と
の
協
働

事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
手
続
に
関
す
る
詳
細
及
び
各
種
申

請
書
等
は
、
窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
応
募
を
検
討
し
て
い
る
団

体
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
４
月
２
日
（月）
〜
27
日
（金）

対
象
団
体　
市
内
に
お
い
て
公
益
的

な
活
動
を
行
い
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
市
民
活
動
団
体

◇
５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
、
そ

の
過
半
数
が
市
内
に
在
住
又
は
在

勤
し
て
い
る
団
体

◇
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
及
び
選
挙

　
活
動
を
目
的
と
し
な
い
団
体

◇
組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
約
等
が

　
定
め
ら
れ
て
い
る
団
体

◇
適
正
な
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い

る
団
体

※
新
た
に
団
体
を
設
立
し
、
提
案
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
前
述
の
と

お
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

対
象
事
業　
地
域
の
活
性
化
又
は
地

域
の
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に

新
た
に
取
り
組
む
事
業
又
は
既
存

の
事
業
を
拡
充
し
て
行
う
事
業
で
、

補
助
対
象
団
体
が
主
体
的
か
つ
自

発
的
に
行
う
事
業

※
た
だ
し
、
次
の
全
て
に
該
当
し
な

　
い
事
業
。

◇
市
の
他
の
補
助
を
受
け
て
い
る
事

　
業

◇
団
体
の
運
営
を
目
的
と
す
る
事
業

◇
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

◇
特
定
の
政
治
・
宗
教
・
選
挙
活
動

　
を
目
的
と
す
る
事
業

◇
共
益
的
な
事
業
（
団
体
の
構
成
員

　
の
み
を
対
象
と
す
る
事
業
）

◇
そ
の
他
補
助
す
る
こ
と
が
適
当
で

　
な
い
と
市
長
が
認
め
る
事
業

補
助
金
額　
限
度
額
10
万
円
（
１
団

体
に
つ
き
１
事
業
ま
で
の
申
請
と

し
、
同
一
の
事
業
を
継
続
し
て
複

数
年
行
う
場
合
の
交
付
期
間
は
３

年
を
限
度
と
し
ま
す
。）

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
５
）

期　
日　
４
月
29
日
（日）

場　
所　
市
民
総
合
運
動
公
園
及
び

　
勝
呂
公
民
館

内　
容

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　
午

前
８
時
30
分
〜
軟
式
球
場
（
雨
天

の
場
合
は
大
体
育
室
）

※
桜
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
、
演
奏
を

　
行
い
ま
す
。

◇
館
庭　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ふ
れ

　
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
等

◇
屋
内　
体
育
協
会
支
部
対
抗
綱
引

き
大
会
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
ミ
ニ

テ
ニ
ス
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
等
（
参

加
者
は
体
育
館
履
き
を
持
参
）

◇
屋
外　
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
等

※
そ
の
他
多
数
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
内
線
５
９
６
）

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
新
体
操

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
レ
ッ
ス
ン

場　
所　
大
体
育
室

時　
間　
午
後
０
時
45
分
〜
１
時
45

　
分

　
畠
山
愛
理
さ
ん
は
、
６
歳
か
ら
新

体
操
を
始
め
、
２
０
１
２
年
に
は
ロ

ン
ド
ン
五
輪
に
団
体
出
場
し
、
７
位

入
賞
に
貢
献
。
２
０
１
５
年
の
世
界

新
体
操
選
手
権
で
は
団
体
種
目
別
リ

ボ
ン
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
２
０
１

６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
に

も
団
体
出
場
し
、
現
在
で
は
新
体
操

の
指
導
、
講
演
、
メ
デ
ィ
ア
出
演
な

ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
最

高
レ
ベ
ル
の
演
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
体
操
レ
ッ
ス
ン
に
つ
い
て
は
、

　
観
覧
の
み
可

生い
く
や
ま山

ヒ
ジ
キ
の
な
わ
と
び

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー・レ
ッ
ス
ン

場　
所　
館
庭
ス
テ
ー
ジ・大
体
育
室

時　
間　
◇
館
庭
ス
テ
ー
ジ
＝
午
前

10
時
30
分
〜
11
時　
◇
大
体
育
室

＝
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
12
時
45

分
　
誰
も
が
一
度
は
や
っ
た
こ
と
の
あ

る
「
な
わ
と
び
」
を
操
り
、
卓
越
し

た
技
術
を
持
つ
プ
ロ
な
わ
と
び
プ
レ

ー
ヤ
ー
生
山
ヒ
ジ
キ
さ
ん
が
館
庭
ス

テ
ー
ジ
で
驚き

ょ
う
が
く愕

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
体
育
室
で
は
、
生
山
ヒ

ジ
キ
さ
ん
に
よ
る
「
な
わ
と
び
レ
ッ

ス
ン
」
を
行
い
ま
す
。
各
地
で
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
指
導
を
ご
体
験

く
だ
さ
い
。

５月14日(月)から受験申込の受付を開始します。（４月２日(月)から募集要項を配布します。）

坂戸市の明るい未来へ、あなたの力を活かそう！

若手職員にインタビューしました！

受付期間　平成30年５月14日（月）～18日（金）
受付方法　持参又は郵送（〒350-0292　埼玉県坂戸市千代田一丁目1番1号　坂戸市役所　職員課宛）
※詳しくは、市ホームページ又は職員課、各出張所・公民館、図書館で配布する募集案内をご覧ください。
問 職員課（内線224）

坂戸市職員を募集
平成31年４月１日 採用

受付手続

◆職員になろうと思った理由
　親族の介護で、多くの行政サービスを受けたことがきっかけで公務員
という仕事に関心を持ちました。生まれ育った坂戸市のために貢献した
いと思い、志望しました。
◆公務員の魅力
　仕事では、新たな課題に次々と直面しています。先輩職員に相談しな
がら、熱意とアイデアを持って取り組んだ結果、市民の方々に喜んでも
らえるのは、大きな魅力です。
◆受験生へのメッセージ
　日々多くの市民の方と接し、様々な考え方に触れることができ、自分
自身成長することができる非常にやりがいのある仕事だと感じています。
私たちと一緒にがんばりましょう。

試験
区分

短期大学（専修学校を含む）を卒業した方又は平成31年
3月までに卒業見込みの方
高等学校を卒業した方又は平成31年3月までに卒業見
込みの方
大学・短期大学（専修学校を含む）・高等学校を卒業した方又は平成
31年３月までに卒業見込みの方で、以下の要件を全て満たす方
①身体障害者手帳の交付を受けている方
②自力で通勤でき、介助者なしに週38時間45分の職務
　の遂行が可能な方
③活字印刷による試験問題に対応できる方

平成２年4月2日
以降に生まれた方
平成4年4月2日
以降に生まれた方
平成6年4月2日
以降に生まれた方

昭和58年4月2日
以降に生まれた方

昭和63年4月2日
以降に生まれた方

事 務 職

事 務 職

職　種

大学

短大

高校

大学

短大

高校

５名程度

若 干 名

採用予定
人数

受 験 資 格 な ど
学 歴 な ど 年　齢

大学を卒業した方又は平成31年3月までに卒業見込みの方

短期大学（専修学校を含む）で土木の専門課程を専攻し
卒業した方又は平成31年 3月までに卒業見込みの方
高等学校で土木の専門課程を専攻し卒業した方又は平
成31年 3月までに卒業見込みの方

昭和63年4月2日
以降に生まれた方
平成２年4月2日
以降に生まれた方
平成４年4月2日
以降に生まれた方

土 木 職

大学

短大

高校

―

３名程度

大学で土木の専門課程を専攻し卒業した方又は平成31年
３月までに卒業見込みの方

学 芸 員 ２名程度 大学もしくは大学院で日本考古学を専攻し学芸員資格を
有する方又は平成31年3月までに資格取得見込みの方

区 　 分 日　　時 会　　場

平成30年６月24日（日） 坂戸市役所１次試験

（身体障害者対象）

課税課　市民税担当　佐伯主事課税課　市民税担当　佐伯主事

職種・採用予定人数・受験資格など（平成31年4月1日採用）

試験日・会場

提
案
型
協
働
事
業
を
募
集

畠山愛理畠山愛理さんさん生山ヒジキ生山ヒジキさんさん

第第
1717
回回    

坂
戸
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

坂
戸
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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「
住
宅
宿
泊
事
業
法（
民
泊
新
法
）」

が
６
月
15
日
（金）
か
ら
施
行
さ
れ
、
住

宅
に
有
料
で
旅
行
者
を
宿
泊
さ
せ
る

こ
と
（
民
泊
）
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

民
泊
を
行
う
際
の
ル
ー
ル

◇
始
め
る
前
に
届
け
出
を　
民
泊
を

始
め
る
場
合
は
、
県
知
事
等
に
届

け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

届
け
出
の
事
前
受
付
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
民
泊
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
、「
民
泊
制

度
運
営
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
て
、

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
年
間
営
業
日
数
180
日
ま
で　
営
業

（
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
）
が
で
き
る

日
数
は
、
年
間
180
日
ま
で
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
180
日
を
超
え
て

の
営
業
は
違
法
で
す
。

◇
標
識
の
掲
示
を
義
務
付
け　
民
泊

を
営
業
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
標

識
を
、
門
扉
や
玄
関
な
ど
に
掲
示

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
、
消
防
法
令
適
合
通
知
書

を
取
得
す
る
こ
と
、
騒
音
配
慮
や

ご
み
捨
て
の
マ
ナ
ー
を
外
国
語
で

説
明
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
民
泊
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
民
泊
を
始
め
る

場
合
の
注
意
点

　
民
泊
の
営
業
が
可
能
で
あ
る
旨
を

管
理
規
約
な
ど
で
定
め
て
あ
れ
ば
届

け
出
が
可
能
で
す
。

　
ま
ず
は
管
理
組
合
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
民
泊
制
度
や
届
出
方
法
に
関
す
る

問
合
せ
は
、
民
泊
制
度
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
041
・
389

※
月
〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

　
９
時
〜
午
後
５
時

問
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
規
約
の
改
正
に

関
す
る
問
合
せ
は
（
公
財
）
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
03
・

３
２
２
２
・
１
５
１
７
又
は
埼
玉

県
住
宅
課
☎
048
・
830
・
５
５
７
３

問
総
合
問
合
せ
は
埼
玉
県
観
光
課　

　
☎
048
・
830
・
３
９
５
９

事
務
事
業
評
価
と
は

　
市
で
は
、限
ら
れ
た
行
政
資
源（
財

源
、
人
な
ど
）
を
効
率
的
に
活
用
し
、

事
業
の
目
的
と
す
る
効
果
を
生
み
出

し
て
い
る
か
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
真
に

応
え
て
い
る
か
を
絶
え
ず
評
価
し
、

よ
り
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
に
事

務
事
業
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

評
価
方
法

◇
一
次
評
価　
事
業
所
管
課

◇
二
次
評
価　
庁
内
評
価
委
員
会

◇
三
次
評
価　
市
民
の
視
点
か
ら
事

務
事
業
を
検
証
す
る
坂
戸
市
事
務

事
業
外
部
評
価
委
員
会

　
評
価
方
法
は
、
三
次
ま
で
評
価
を

実
施
し
、
評
価
結
果
を
報
告
書
に
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
三
次
評
価
は
、
市
民
生
活

に
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
、
議
論
の

余
地
が
あ
る
左
記
の
６
事
業
に
つ
い

て
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

三
次
評
価
対
象
事
業

①
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
事
業

②
出
生
世
帯
向
け
商
品
券
交
付
事
業

③
自
主
防
災
組
織
整
備
事
業

④
空
き
家
等
対
策
事
業

⑤
創
業
経
営
発
達
支
援
事
業

⑥
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

　
評
価
の
例
と
し
て
、
自
主
防
災
組

織
整
備
事
業
は
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
率
の
高
さ
は
評
価
し
つ
つ
、
市

内
の
会
社
や
団
体
等
の
自
主
防
災
組

織
の
状
況
把
握
が
十
分
で
な
い
等
の

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
各
事
業
の
評
価
に
つ

い
て
も
、
必
要
性
が
高
く
今
後
も
継

続
す
べ
き
と
の
意
見
や
、
事
業
の
効

率
性
や
効
果
を
更
に
高
め
る
改
善
提

案
な
ど
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
は
そ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

効
率
的
で
効
果
的
な
市
政
運
営
を
推

進
し
、
行
政
の
透
明
性
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
評
価
結
果
の
詳
細
は
、
政
策
企
画

課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
出

張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書
館
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
会
委
員

を
募
集

応
募
資
格　
応
募
日
現
在
、
次
の
い

　
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

◇
本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

◇
本
市
に
在
勤
又
は
在
学
す
る
20
歳

　
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
、
本
市
の
他
の
附
属

　
機
関
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
員　
２
名

任　
期　
２
年

委
員
の
役
割　
市
が
行
う
事
務
事
業

　
に
対
す
る
検
証
や
改
善
提
案
等

会　
議　
１
年
度
当
た
り
５
回
程
度

応
募
期
限　
４
月
27
日
（金）
（
必
着
）

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
政
策

企
画
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂

戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

282・

０
０
３
９　

sakado11@
city.

sakado.lg.jp

）
へ

※
申
込
書
は
、
政
策
企
画
課
、
市
民

生
活
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

各
出
張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書

館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
（
内
線
１
３
４
）

　
石
井
・
片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業

施
工
区
域
に
つ
い
て
は
、
宅
地
開
発

や
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
り
市
街
地

の
形
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
３
年
に
一
度
の
評
価

替
え
年
度
に
あ
た
る
平
成
30
年
度
か

ら
、
市
街
地
宅
地
評
価
法
に
変
更
し

ま
す
。

評
価
方
法
変
更
対
象
の
土
地　
こ
の

区
域
内
で
仮
換
地
の
使
用
収
益
を

開
始
し
た
、
み
な
す
課
税
を
し
て

い
る
土
地

◇
市
街
地
宅
地
評
価
法

　
市
街
地
宅
地
評
価
法
と
は
、
路
線

価
方
式
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
街
路

ご
と
に
、
そ
の
街
路
に
沿
接
す
る
標

準
的
な
宅
地
の
１
㎡
当
た
り
の
路
線

価
を
付
設
し
、
こ
の
路
線
価
に
基
づ

い
て
所
定
の
画
地
計
算
法
を
適
用
し
、

各
筆
の
評
点
数
を
求
め
る
方
法
で
す
。

　
市
街
地
的
な
形
態
を
形
成
す
る
地

域
で
は
、
こ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
課
税
課
（
内
線
２
６
５
）

石
井
・
片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

石
井
・
片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

土
地
の
評
価
方
法
を
変
更
し
ま
す

土
地
の
評
価
方
法
を
変
更
し
ま
す

内　容　一般教養、軽体操等
対　象　60歳以上の市内在住者
申込み　4月９日（月）～11日（水）に参加費を添えて各公民
　館へ直接※中央公民館は電話申込み可

新しい友達を作り生きがいのある豊かな生活を送りませんか！

※申込みは１人２名まで。複数の大学は受講できません。

高 齢 者 大 学

坂戸にこにこ大学
中央公民館
☎281・1567（申込み
受付9時～）※電話可

北坂戸寿大学
北坂戸公民館
☎283・3962
（申込み受付8時30分～）

かるかや大学･浅羽野
浅羽野公民館
☎283・6262
（申込み受付8時30分～）

千代田大学
千代田公民館
☎283・3822
（申込み受付8時30分～）

5月9日～平成31年3月13日
主に第２水曜日　全11回
午前９時30分～11時30分
※抽せん。２年連続落選の方優先

5月15日～平成31年3月5日
主に火曜日　全12回
午前９時30分～11時30分
※先着順

5月16日～平成31年１月16日
主に第３水曜日　全９回
午後１時30分～3時30分
※先着順

5月16日～平成31年２月13日
主に水曜日　全14回
午前９時30分～11時30分
※先着順

48名

48名

60名

48名

1,000円
（教材費等）
その他、必要に
応じて集金

1,000円
（教材費等）
その他、必要に
応じて集金

必要に応じて
集金

500円
（教材費等）
その他、必要に
応じて集金

参加費等定員大学名 日　　　時

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
及
び
分
散
型
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、

機
器
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
方

◇
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
設

置
す
る
方
又
は
自
ら
が
居
住
す
る

た
め
に
機
器
が
設
置
さ
れ
た
市
内

の
住
宅
を
購
入
す
る
方

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◇
（
太
陽
光
）
設
置
完
了
日
又
は
建

売
住
宅
の
引
渡
し
を
受
け
、
電
力

受
給
契
約
の
完
了
日
か
ら
30
日
以

内
又
は
当
該
年
度
の
３
月
10
日
ま

で
に
完
了
報
告
書
及
び
請
求
書
の

提
出
が
可
能
な
方

◇
（
創
エ
ネ
）
設
置
完
了
日
又
は
建

売
住
宅
の
引
渡
日
か
ら
起
算
し
て

30
日
以
内
又
は
当
該
年
度
の
３
月

10
日
ま
で
に
完
了
報
告
書
及
び
請

求
書
の
提
出
が
可
能
な
方

補
助
金
額

◇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　
１
件
５

万
円
（
う
ち
２
万
円
は
商
品
券
で

交
付
）

◇
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

・
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ
ウ

ィ
ル
）
１
件
５
万
円
（
う
ち
２
万

円
は
商
品
券
で
交
付
）

・
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）
１
件
10
万
円
（
う
ち
４
万
円

は
商
品
券
で
交
付
）

申
請
方
法　
工
事
着
工
前
又
は
建
売

住
宅
の
引
渡
し
前
に
申
請
書
を
環

境
政
策
課
へ
提
出

※
商
品
券
は
、
坂
戸
市
商
工
会
が
発

行
す
る
「
さ
か
ど
街
お
こ
し
応
援

券
」
で
す
。

※
補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
先

　
着
順
と
な
り
ま
す
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
３
）

　
坂
戸
市
商
工
会
で
は
、
地
域
経
済

対
策
の
一
環
と
し
て
市
内
業
者
に
よ

り
店
舗
又
は
住
宅
を
改
修
す
る
方
に

補
助
を
行
い
ま
す
。

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇
補
助
対
象
と
な
る
建
築
物
の
所
有

者
又
は
自
ら
営
む
店
舗
、
自
ら
居

住
す
る
住
宅
と
し
て
借
り
受
け
て

い
る
方

◇
対
象
工
事
が
年
度
内
に
完
了
す
る

　
方

◇
補
助
金
申
請
前
に
工
事
等
を
着
工

　
し
て
い
な
い
方

補
助
対
象
工
事
等　
内
外
装
の
改
修

工
事
、
店
舗
・
居
室
・
浴
室
・
玄

関
・
台
所
等
の
改
修
工
事
で
金
額

が
20
万
円
以
上
で
市
内
業
者
が
行

う
も
の

補
助
内
容　
工
事
費
用
の
５
％
（
限

度
額　
店
舗
20
万
円　
住
宅
10
万

円
）
相
当
の
商
品
券
（
さ
か
ど
街

お
こ
し
応
援
券
）

※
坂
戸
市
商
工
会
会
員
事
業
所
が
施

工
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
一
部
取

扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　
工
事
着
工
前
に
申
請
書

　
を
坂
戸
市
商
工
会
へ
提
出

※
補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

問
坂
戸
市
商
工
会
☎
282
・
１
３
３
１

民
泊
を
始
め
る
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

民
泊
を
始
め
る
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
」

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

の
設
置
に
補
助
金
を
交
付

の
設
置
に
補
助
金
を
交
付

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

平
成
平
成
2929
年
度
事
務
事
業
評
価
を
公
表
・

年
度
事
務
事
業
評
価
を
公
表
・

　
　
　
　

　
　
　
　

  　
　

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
を
募
集

　
　

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
を
募
集
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坂
戸
都
市
計
画
都
市
計
画
道
路
及

び
市
街
地
整
備
事
業
の
変
更
に
あ
た

り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
都
市
計

画
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
変
更
案
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦　
覧

期　
間　
４
月
４
日
（水）
〜
18
日
（水）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場　
所　
都
市
計
画
課

内　
容　
都
市
計
画
道
路
（
片
柳
中

央
東
通
線
、
片
柳
中
央
西
通
線
及

び
片
柳
石
井
線
）
及
び
市
街
地
整

備
事
業
（
片
柳
土
地
区
画
整
理
事

業
）
の
変
更

※
都
市
計
画
の
案
は
４
月
４
日
（水）
か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

対　
象　
市
内
在
住
者
及
び
利
害
関

　
係
人

提
出
方
法　
４
月
18
日
（水）
午
後
５
時

15
分
（
必
着
）
ま
で
に
意
見
書
を

直
接
又
は
郵
送
で
、
都
市
計
画
課

（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂
戸
市
千

代
田
１
―

１
―

１
）
へ

※
意
見
書
の
様
式
は
都
市
計
画
課
に

　
あ
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
（
内
線
５
３
３
）

　
図
書
館
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た

め
、
市
民
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
く
、
図
書
館
協
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
応
募
日
現
在
、
家
庭
教

育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
（
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
育
て

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
を

し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

◇
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

◇
市
内
に
在
勤
・
在
学
す
る
20
歳
以

　
上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
、
市
の
他
の
附
属
機

　
関
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
数　
１
名

任　
期　
７
月
１
日
〜
平
成
32
年
６

　
月
30
日

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
文
（
テ
ー
マ
「
家
庭

教
育
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割
」

800
字
以
内
）
を
添
え
て
、
直
接
又

は
郵
送
で
中
央
図
書
館
（
〒
350
―

０
２
２
７　
坂
戸
市
仲
町
１
―

23
）

へ
※
応
募
要
領
、
申
込
書
及
び
原
稿
用

紙
は
、
市
民
生
活
課
、
社
会
教
育

課
、
中
央
図
書
館
、
城
山
公
民
館

図
書
室
、
大
家
分
館
、
勝
呂
分
館
、

各
児
童
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
・

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。  

応
募
期
限　
５
月
１
日
（火）
（
必
着
）

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

作
文
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
☎
281･

６
３
６
９ 

対　
象

①
坂
戸
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
満
30
歳
以
上
の
方
で
、
国

民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
で
、
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
な
い
方

※
補
助
は
年
度
内
一
人
１
回
と
な
り

　
ま
す
。

申
請
場
所　
健
康
保
険
課

申
請
方
法

◇
坂
戸
市
指
定
医
療
機
関
で
受
け
る

　
場
合

・
検
査
料
金
３
万
５
千
円
（
税
抜
）

の
う
ち
、
２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
前
に
、
健

康
保
険
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
、
受
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

◇
坂
戸
市
指
定
医
療
機
関
以
外
で
受

　
け
る
場
合

・
検
査
料
（
消
費
税
を
引
い
た
額
）

の
３
分
の
２
（
100
円
未
満
切
り
捨

て
）
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

上
限
額
は
２
万
円
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
後
、
人
間

ド
ッ
ク
検
診
が
明
記
さ
れ
て
い
る

領
収
書
、
被
保
険
者
証
、
受
け
た

方
名
義
の
預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
40
歳
以
上
の
方
で
、
特
定

健
診
又
は
健
康
診
査
を
未
受
診
の

方
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間

ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
健
康
保
険

課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
内
線
４
４
６
）、後
期
高
齢
者
医

療
担
当
（
内
線
４
３
５
）

　
坂
戸
都
市
計
画
事
業
片
柳
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
に
つ

い
て
、
土
地
区
画
整
理
法
の
規
定
に

よ
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
計
画
の
変
更
に

対
し
て
、
埼
玉
県
知
事
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦　
覧

期　
間　
４
月
５
日
（木）
〜
18
日
（水）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場　
所　
区
画
整
理
事
務
所
（
柳
町

　
２
３
４
１
番
地
１
）

意
見
書
の
提
出

対　
象　
利
害
関
係
者

提
出
方
法　
５
月
２
日
（水）
午
後
５
時

15
分
（
必
着
）
ま
で
に
、
意
見
書

を
直
接
又
は
郵
送
で
、
埼
玉
県
市

街
地
整
備
課
（
〒
330
―

９
３
０
１

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―

15

―

１
）
へ

問
区
画
整
理
事
務
所
☎
283･

７
６
０

　
０

　
市
の
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
な

ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査

及
び
審
議
す
る
坂
戸
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格

◇
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方
（
外
国

人
を
含
む
）

◇
市
内
に
在
勤
・
在
学
す
る
20
歳
以

上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
、
市
の
附
属
機
関
等

　
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
数　
２
名

任　
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境

政
策
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂

戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

283・

１
６
８
５　

sakado41@
ci

ty.sakado.lg.jp)

へ

※
申
込
書
は
、
環
境
政
策
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
出
張
所
・
公

民
館
、
環
境
学
館
い
ず
み
、
中
央

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

応
募
期
限　
４
月
27
日
（金）
（
必
着
）

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
３
９
２
）

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
地
域
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
学
習

支
援
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

日　
時　
▽
説
明
会
＝
５
月
23
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時　
▽
サ
ポ
ー
タ

ー
研
修
会
＝
５
月
30
日
（水）　
午
前

９
時
〜
正
午　
▽
学
習
日
＝
６
月

13
日
〜
10
月
31
日　
毎
週
月
曜
日

（
８
月
15
日
は
休
み
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

内　
容　
参
加
高
齢
者
へ
の
読
み
書

　
き
計
算
な
ど
の
学
習
支
援
等

対　
象　
お
お
む
ね
65
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
市
民
で
、
高
齢
者
と
明
る
く

会
話
を
楽
し
め
る
方

定　
員　
８
名
（
先
着
順
）

謝　
礼　
１
日
１
千
100
円
（
学
習
日

　
の
み
）

参
加
者
募
集

　
簡
単
な
読
み
書
き
計
算
で
脳
を
活

性
化
さ
せ
ま
す
。
地
域
の
仲
間
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
▽
説
明
会
＝
６
月
６
日
（水）

午
前
10
〜
11
時　
▽
学
習
日
＝
６

月
13
日
〜
10
月
31
日
毎
週
水
曜
日

（
８
月
15
日
は
休
み
）
午
前
10
時

〜
11
時
10
分

内　
容　
週
に
１
回
の
教
室
学
習
と

　
毎
日
の
自
宅
学
習

対　
象　
ひ
と
り
で
通
え
る
65
歳
以

　
上
の
方

定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
毎
月
１
千
180
円
（
教
材
費
）

持
ち
物　
筆
記
用
具

《
共
通
事
項
》

場　
所　
中
央
図
書
館　

申
込
み　
４
月
９
日
（月）
〜
直
接
又
は

　
電
話
で
高
齢
者
福
祉
課
へ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

坂
戸
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
を
募
集

坂
戸
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
を
募
集

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

「
す
こ
や
か
脳
ク
ラ
ブ
」
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
・
参
加
者
募
集

「
す
こ
や
か
脳
ク
ラ
ブ
」
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
・
参
加
者
募
集

脳
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
！

脳
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
！

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の額は、物価の
変動に応じて自動的に額を改定する「自動物価スラ
イド制」がとられています。消費者物価指数の上昇
により、平成30年４月から月額が下記のとおり改
定されますが、改定後の額での手当の支給は、平成
30年８月からとなります。

　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改
定され、平成30年度と平成31年度の埼玉県内の保
険料率及び賦課限度額は、表のとおり決定しました。

児童扶養手当・
特別児童扶養手当の改定

後期高齢者医療制度の
保険料率等が改正

　子育て支援課（内線 423）問

　健康保険課後期高齢者医療担当（内線435）問

１人につき3,010円～6,020円を加算
※所得に応じて支給額が決まります。

子どもの人数
１  人

２  人

３人以上

月　額（一部支給） 
10,030 円～ 42,490 円

月　額
42,500 円

52,540 円

児童扶養手当

障害の状態
１級（重度）
２級（中度）

月　額　（１人について）
51,700 円
34,430 円

特別児童扶養手当

１人の場合の月額＋5,020円
～ 10,030円を加算

均 等 割 額

所 得 割 率

賦課限度額

42,070円

8.34％

57 万円

41,700円

7.86％

62 万円

区　分 平成28・29年度 平成30・31年度

坂
戸
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集

坂
戸
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集

病
気
の
早
期
発
見
に

病
気
の
早
期
発
見
に
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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さ
か
っ
ち
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
は
、
平

成
25
年
11
月
に
運
行
を
開
始
し
、
運

行
本
数
が
少
な
い
、
目
的
地
ま
で
の

時
間
が
長
い
等
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、「
坂
戸
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
」
を
開
催
し
、
新
た
な

運
行
計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
運
行
計
画
見
直
し
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市

民
生
活
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　

坂
戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

283
・
１
７
１
６　

sakado31@
city.sakado.lg.jp

）
へ
送
付
す
る

か
、
下
記
応
募
用
紙
設
置
場
所
に

あ
る
提
案
箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
所
定
の
応
募
用
紙

を
原
則
と
し
ま
す
が
、
住
所
（
勤

務
地
・
学
校
名
）、氏
名
、
電
話
番

号
、
性
別
、
年
齢
を
明
記
す
れ
ば
、

任
意
の
様
式
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

案
・
応
募
用
紙
設
置
場
所　
市
民
生

活
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各

出
張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
視
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
市

民
生
活
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
５
月
１
日
（火）
（
必
着
）

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
４
）

対　
象　
坂
戸
市
・
鶴
ヶ
島
市
・
毛

呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
に
在

住
・
在
学
す
る
小
学
生
以
上
の
方

作
品
の
テ
ー
マ

◇
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
全
般

◇
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
防

　
止

◇
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◇
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

◇
万
引
き
防
止

◇
自
転
車
盗
難
被
害
防
止

作
品
の
規
格　
用
紙
サ
イ
ズ
は
四
つ

　
切
か
ら
八
つ
切
の
範
囲
内

※
自
作
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
標
語
）
は

　
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
６
月
15
日
（金）
（
必
着
）

応
募
方
法　
住
所
、氏
名
、職
業
（
学

校
名
・
学
年
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
作
品
の
ね
ら
い
を
裏
面
に
明

記
の
う
え
、
直
接
又
は
郵
送
で
西

入
間
地
区
防
犯
協
会
（
〒
350
―

０

２
１
５　
坂
戸
市
関
間
２
―

４
―

17　
西
入
間
警
察
署
内
）
へ

そ
の
他

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上

　
げ
ま
す
。

・
優
秀
な
作
品
は
、
県
又
は
西
入
間

地
区
防
犯
協
会
よ
り
表
彰
状
と
副

賞
を
授
与
し
ま
す
。

問
西
入
間
地
区
防
犯
協
会
☎
281
・
８

　
４
８
４

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
障
害
児
を
介

護
す
る
方
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

や
障
害
児
の
外
出
支
援
を
図
る
た
め
、

介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
自
家
用
自

動
車
に
対
し
て
、
自
動
車
燃
料
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対　
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
運
転
免

　
許
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

◇
自
己
又
は
同
居
の
親
族
が
自
動
車

　
を
所
有
し
て
い
る
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
障
害
児
を

　
扶
養
し
て
い
る
方

※
障
害
児
を
介
護
す
る
方
が
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
又
は
自

動
車
燃
料
購
入
費
補
助
金
の
い
ず

れ
か
に
該
当
の
場
合
は
、
対
象
外

対
象
と
な
る
障
害
児　
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
指
定
難
病
医
療

受
給
者
証
又
は
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
18

歳
未
満
の
児
童

補
助
金
額　
障
害
児
１
人
に
つ
き
購

入
し
た
燃
料
１
ℓ
当
た
り
50
円

（
１
か
月
20
ℓ
を
上
限
）

問
障
害
者
福
祉
課
（
内
線
４
１
７
）

国
民
健
康
保
険
税・後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
仮
徴
収
額
の『
平
準
化
』

　
　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
引
落
し
）
は
、
年
６
回
あ
る

納
期
の
前
半
（
４
月
・
６
月
・
８
月
）

を
「
仮
徴
収
」、
後
半
（
10
月
・
12

月
・
翌
年
２
月
）
を
「
本
徴
収
」
と

し
て
納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

世
帯
構
成
や
所
得
の
変
動
な
ど
に
よ

り
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
に
大
き
な

差
が
生
じ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
特
別
徴
収
額
が
１
年

度
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
均
等
に
な

る
よ
う
に
、
６
月
と
８
月
の
仮
徴
収

額
を
変
更
（
平
準
化
）
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
準
化
に
よ
り
年
間
の
保

険
税
（
料
）
額
が
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

対　
象　
平
成
29
年
度
の
保
険
税（
料
）

を
参
考
に
、
平
成
30
年
度
の
仮
徴

収
額
と
本
徴
収
額
に
大
き
な
差
が

生
じ
る
と
見
込
ま
れ
る
方

通
知
日　
４
月
下
旬
に
「
仮
徴
収
額

　
変
更
通
知
書
」
を
発
送

問
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
内
線
４
４
６
）、
後
期
高
齢
者

医
療
担
当
（
内
線
４
３
９
）

　
平
成
29
・
30
年
度
坂
戸
市
建
設
工

事
請
負
等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
建

設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土

木
施
設
維
持
管
理
）
に
係
る
追
加
申

請
受
付
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　

◇
新
規
申
請
（
平
成
29
・
30
年
度
の

坂
戸
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い

事
業
所
）
４
月
２
日
（月）
〜
20
日
（金）

◇
追
加
申
請
（
申
請
業
種
の
追
加
等

　
を
希
望
す
る
事
業
所
）
４
月
２
日

　
（月）
〜
27
日
（金）

申
請
方
法　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送

で
埼
玉
県
総
務
部
入
札
審
査
課
入

札
参
加
資
格
審
査
担
当
（
〒
330
―

９
３
０
１　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
―

15
―

１
）へ（
消

印
有
効
、
持
参
不
可
）

※
詳
し
く
は
埼
玉
県
入
札
審
査
課
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
施
設
管
理
課
（
内
線
２
４
５
）

大
川
平
三
郎
ゆ
か
り
の

大
平
奬
学
会
奨
学
生
を
募
集

　
大
川
平
三
郎
は
、
県
内
の
貧
し
い

学
生
の
た
め
、
大
正
14
年
に
「
大
川

育
英
会
」
を
設
立
し
、
た
く
さ
ん
の

優
秀
な
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。

　
平
三
郎
の
死
後
、
育
英
会
出
身
の

方
た
ち
が
そ
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、

大
川
平
三
郎
の
２
文
字
を
使
い
大
平

奬
学
会
と
改
名
し
、
現
在
も
育
英
事

業
を
続
け
て
い
ま
す
。

対　
象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

　
方

◇
保
護
者
又
は
本
人
が
埼
玉
県
内
に

　
居
住
す
る
方

◇
本
人
が
高
校
、
大
学
、
高
等
専
門

　
学
校
に
在
学
中
の
方

◇
学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健

康
で
あ
り
、
学
資
の
支
弁
が
困
難

な
方

奨
学
金　
無
利
子
貸
与

　
高
校
（
国
・
公
立
）
月
額
１
万
４

千
円
〜
大
学
（
私
立
）
月
額
４
万

７
千
円

申
込
み　
随
時

連
絡
先　
（
一
財
）
大
平
奨
学
会
浦

和
事
務
局
☎
048
・
861
・
９
９
１
５
、

048
・
864
・
７
９
５
５

※
募
集
案
内
は
、
中
央
図
書
館
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
申
込
み
フ
ォ
ー

ム
は
大
平
奨
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
☎
281
・
６
３
６
９

　
近
年
、
空
き
家
問
題
が
全
国
的
に

表
面
化
し
、
市
で
は
、
平
成
25
年
６

月
に
坂
戸
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
を
公
布
し
、
空
き
家

対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
空
き
家
対
策
を
計
画

的
に
推
進
す
る
「
坂
戸
市
空
家
等
対

策
計
画
」
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
宅
政
策

課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂
戸
市

千
代
田
１
―

１
―

１　

283
・
１

６
８
５　

sakado65@
city.

sakado.lg.jp

）
へ
送
付
す
る
か
、

下
記
応
募
用
紙
設
置
場
所
に
あ
る

応
募
箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
定
の
応
募
用
紙
を
原
則

と
し
ま
す
が
、
住
所
（
勤
務
地
・

学
校
名
）、氏
名
、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
を
明
記
す
れ
ば
、
任
意

の
様
式
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

案
・
応
募
用
紙
設
置
場
所　
住
宅
政

策
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各

出
張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
視
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
住

　
宅
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
５
月
１
日
（火）
（
必
着
）

問
住
宅
政
策
課
（
内
線
５
４
３
）

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
額
が
月
額
１
万
６
千
340
円
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
前
納
し
た
場
合

は
次
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

２
年
前
納　
１
万
４
千
420
円
割
引

　
（
納
付
期
限
＝
５
月
１
日
）

１
年
前
納　
３
千
480
円
割
引
（
納
付

　
期
限
＝
５
月
１
日
）

半
年
前
納　
800
円
割
引
（
納
付
期
限

＝
前
期
分
は
５
月
１
日
、
後
期
分

は
10
月
31
日
）

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
保
険
料
を
納
付
さ
れ
て
い
て
、

老
後
に
よ
り
高
い
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
た
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
た

だ
し
、
国
民
年
金
基
金
加
入
の
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　
付
加
保
険
料
は
、
定
額
の
月
額
保

険
料
に
月
額
400
円
を
追
加
し
て
納
め

る
こ
と
で
、
将
来
「
200
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
」
が
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
と
し
て
上
乗
せ
さ
れ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
学
生
で
も
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
ま
す
。

　
た
だ
し
、
学
生
の
方
で
納
付
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
で
き
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

学
生
で
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
な
お
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害・

遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の　
年
金
手
帳
、

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
又
は
在
学

証
明
書
、
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
）

問
川
越
年
金
事
務
所
（
☎
242
・
２
６

５
７
）、坂
戸
市
役
所
市
民
課
（
内

線
４
４
９
）

「
坂
戸
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）」
の
意
見
を
募
集

「
坂
戸
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）」
の
意
見
を
募
集

さ
か
っ
ち
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
の
運
行
計
画
見
直
し
案
の
意
見
を
募
集

さ
か
っ
ち
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
の
運
行
計
画
見
直
し
案
の
意
見
を
募
集

平
成
平
成
2929
・・
3030
年
度
坂
戸
市
建
設
工
事
請
負
等

年
度
坂
戸
市
建
設
工
事
請
負
等

　
　

入
札
参
加
資
格
審
査
の
第
５
回
追
加
申
請
受
付

　
　

入
札
参
加
資
格
審
査
の
第
５
回
追
加
申
請
受
付

障
害
児
介
護
用
自
動
車

障
害
児
介
護
用
自
動
車

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

燃
料
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

燃
料
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

防
犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

防
犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！
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い
ず
み
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
８
子
ど
も
グ
ッ
ズ
・

花
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

環
境
学
館
い
ず
み
☎
284
・
７
１
１
５

環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
５
）

◇
子
ど
も
グ
ッ
ズ
の
出
展
者

内
子
ど
も
用
の
衣
類
、
靴
、
帽
子
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
子
ど
も
グ
ッ
ズ
を
中
心
と
し
た
出
店
募

集
数
14
区
画
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん
）
※
出
店
は
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
と

し
、
業
者
の
方
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
４
月

14
日
（土） 

13
時
30
分
に
環
境
学
館
い
ず
み
へ

直
接
※
一
人
１
区
画
と
し
、
本
人
又
は
代

理
の
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
花
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

内
花
の
苗
を
中
心
に
販
売
す
る
出
店
募
集

区
画
20
区
画
（
先
着
順
）
申
環
境
政
策
課

へ
直
接
又
は
電
話

《
共
通
事
項
》
開
催
日
５
月
20
日
（日） 

10
時

〜
正
午
場
環
境
学
館
い
ず
み
費
無
料

花
苗
の
鉢
上
げ
作
業
参
加
者

環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
５
）

日
４
月
20
日
（金）
・
21
日
（土）
９
時
〜
場
花
の

栽
培
温
室
内
小
さ
な
花
苗
を
ポ
ッ
ト
に
植

え
替
え
る
、
鉢
上
げ
作
業
※
鉢
上
げ
し
た

花
苗
は
温
室
で
育
て
、
５
月
下
旬
か
ら
市

内
各
地
の
市
民
花
壇
へ
配
付
申
不
要

催
しあ

そ
ぼ
う
会
＆
出
張
あ
そ
ぼ
う
会

（
サ
ン
サ
ン
キ
ッ
ズ
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
288
・
２
１
４
１

【
あ
そ
ぼ
う
会
】

日
５
月
８
日
・
15
日
・
22
日
毎
回
火
曜
日

10
時
〜
11
時
30
分
全
３
回
内
ふ
れ
あ
い
遊

び
、
ミ
ニ
運
動
会
ご
っ
こ
等
対
幼
児
と
保

護
者

【
出
張
あ
そ
ぼ
う
会
】

日
・
場
▽
５
月
10
日
（木）
三
芳
野
公
民
館
▽

11
日
（金）
勝
呂
公
民
館
▽
16
日
（水）
大
家
公
民

館
▽
25
日
（金）
城
山
公
民
館
※
各
日
と
も
10

時
〜
11
時
30
分
内
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
対
乳
幼
児
と
保
護
者

【
坂
戸
つ
ど
い
の
広
場
】

日
５
月
24
日
（木） 

11
時
〜
11
時
30
分
内
お
話

を
楽
し
も
う
対
乳
幼
児
と
保
護
者

《
共
通
事
項
》
費
無
料
申
不
要

星
空
の
音
楽
会

坂
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
283
・
４
３
７
８

日
４
月
14
日
（土） 

19
時
〜
内
30
分
間
の
音
楽

会
の
あ
と
、
り
ょ
う
け
ん
座
コ
ル
カ
ロ
リ

を
天
体
望
遠
鏡
で
観
望
※
音
楽
会
は
雨
天

決
行
対
一
般
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
費
無
料
楽
曲
ア
ン
デ
ス
音
楽
出
演
Ｌ

ｏ
ｓ　

Ａ
ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
申
不
要

中
央
図
書
館
各
種
催
し

中
央
図
書
館
☎
281
・
６
３
６
９

◇
お
は
な
し
本
棚

日
４
月
11
日
（水） 

10
時
30
分
〜
10
時
50
分
場

入
西
つ
ど
い
の
広
場
内
絵
本
や
紙
芝
居
な

ど
対
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者　

◇
わ
く
わ
く
子
ど
も
映
画
会

日
４
月
15
日
（日） 

10
時
30
分
〜
内
「
森
の
リ

ト
ル
・
ギ
ャ
ン
グ
（
約
83
分
）」
対
幼
児

〜
定
80
名
（
先
着
順
）

◇
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

日
４
月
19
日
（木） 

11
時
〜
11
時
20
分
内
絵
本

や
紙
芝
居
な
ど
対
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と

保
護
者
定
15
組
程
度
（
先
着
順
）

◇
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
４
月
21
日
（土） 

11
時
〜
正
午
内
ち
い
さ
い

子
の
お
は
な
し
会
ス
ぺ
シ
ャ
ル
版
「
サ
ー

ク
ル
こ
ぐ
ま
に
よ
る
わ
ら
べ
う
た
お
は
な

し
会
」
対
２
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護

者
定
20
組
（
先
着
順
）

《
共
通
事
項
》
費
無
料
申
不
要

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
の
花
畑

日
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬
９
時
30
分
〜
17

時
※
開
花
中
に
無
料
開
園
日
の
実
施
を
予

定
場
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
（
滑
川
町

山
田
１
９
２
０
）
内
約
50
万
本
の
「
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
」
が
運
動
広
場
の
花
畑

を
鮮
や
か
に
彩
る
費
高
校
生
以
上
450
円
、

65
歳
以
上
210
円
、
中
学
生
以
下
無
料
問
同

園
☎
０
４
９
３
・
57
・
２
１
１
１

広告

催

　し

催

　し

区
画

募
集

楽
曲

出
演

開
催
日

集
数

募

31

問北坂戸公民館☎283・3962
《出場者募集》
日５月27日（日）９時～15時
（受付８時～８時30分）

場市民総合運動公園
内学年別男女別トーナメント戦
対４・５歳児と小学生
持運動しやすい服装（まわし着用）
申５月７日（月）までに申込書を市内の各公民館へ提出
※申込書は各公民館にあります。
《わんぱく相撲公開講習会》
日４月８日・15日・22日、５月13日・20日
　毎回日曜日９時30分～正午（１日だけの参加も可）
場市民総合運動公園相撲場
申不要（当日直接）
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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 日時　  場所　  内容　  対象　  定員　  費用　  持ち物　  申込み　  問合せ

広告

お
知
ら
せ

愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

庶
務
課
（
内
線
２
１
４
）

施
設
管
理
課
へ　
雪
か
き
機
（
４
台
）
＝

い
ず
み
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

　
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

補
正
予
算

財
政
課
（
内
線
１
５
４
）

　
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般

会
計
（
第
４
号
、
補
正
額
１
千
337
万
８
千

円
及
び
第
５
号
、
補
正
額
△
２
億
１
千
817

万
８
千
円
）
を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計
の

補
正
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
に
係
る
主
な
事
業
及

び
特
別
会
計
の
補
正
額
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
第
４
号
で
は
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
与
改
定
に
要
す
る
経
費
等
が
予

算
化
さ
れ
、
第
５
号
で
は
国
の
補
正
予
算

を
活
用
す
る
事
業
等
が
予
算
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

さ
か
っ
ち
ワ
ゴ
ン
の
運
行
事
業
者
の
変
更

市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
４
）

　

４
月
１
日
よ
り
、さ
か
っ
ち
ワ
ゴ
ン（
に

っ
さ
い
線
）
の
運
行
事
業
者
が
、
㈱
川
乗

三
和
坂
戸
営
業
所
に
な
り
ま
す
。

　
運
行
・
落
と
し
物
に
関
し
て
は
、
㈱
川

乗
三
和
坂
戸
営
業
所
（
☎
281
・
１
１
３
０
）

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８
坂
戸
・
夏
よ
さ
こ
い

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
５
）

日
８
月
18
日
（土）
・
19
日
（日）
場
坂
戸
駅
北
口

サ
ン
ロ
ー
ド
ほ
か
問
坂
戸
・
夏
よ
さ
こ
い

実
行
委
員
会
岡
部
☎
281
・
０
１
６
４

※
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
坂
戸
・
夏
よ
さ
こ
い
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
18
回
坂
戸
よ
さ
こ
い
開
催
日
決
定

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
７
）

開
催
日
10
月
20
日
（土）
・
21
日
（日）
問
坂
戸
よ

さ
こ
い
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
労
政

課
内
）

坂
戸
市
職
員
出
前
講
座

社
会
教
育
課
（
内
線
５
８
４
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
会
な
ど
に
市
職

員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
市
政
の
説
明

等
を
行
い
ま
す
。

対
市
政
を
理
解
す
る
こ
と
や
自
治
意
識
の

向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
小
学
生
以
上
の

市
民
等
で
構
成
さ
れ
た
５
名
以
上
の
団
体

※
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
社
会
教
育

課
、
各
出
張
所
・
公
民
館
等
で
配
布
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夕
焼
け
放
送
の
時
間
と
曲
の
変
更

防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
９
）

　

９
月
30
日
（日）
ま
で
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
夕
焼
け
放
送
の
時
間
が
17
時
26
分
に
、

曲
は
「
ふ
る
さ
と
」
に
変
わ
り
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

防
災
安
全
課
（
内
線
３
１
９
）

期
間
４
月
６
日
（金）
〜
15
日
（日）
全
国
重
点
目

標
◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
◇

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
◇
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
◇
飲
酒
運
転
の

根
絶
県
の
重
点
目
標
子
ど
も
と
高
齢
者
の

歩
行
中
の
交
通
事
故
防
止
市
の
重
点
目
標

子
ど
も
と
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

創
業
支
援
助
成
制
度

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
５
）

　
創
業
の
促
進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
、
市
内
の
空
き
店
舗
等
を
利
用
し

て
創
業
を
さ
れ
る
方
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
特
定
創
業
支
援
事
業
に
よ
る
支
援

を
受
け
た
方
で
、
市
内
に
お
い
て
空
き
店

舗
等
を
活
用
し
て
新
た
に
創
業
し
、「
坂

戸
市
創
業
支
援
事
業
助
成
金
交
付
要
綱
」

に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
方

助
成
内
容
①
賃
借
料
：
対
象
経
費
の
２
分

の
１
（
限
度
額
月
５
万
円
）
②
改
修
費
：

対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
限
度
額
50
万
円
）

※
①
②
は
同
時
申
請
可
能
で
す
。
改
修
工

事
の
際
は
、
必
ず
工
事
着
工
前
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

看
護
師
の
登
録

保
育
課
（
内
線
４
２
６
）

　
市
立
千
代
田
保
育
園
で
看
護
師
と
し
て

働
け
る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

勤
務
時
間
平
日
＝
７
時
30
分
〜
19
時
の
う

ち
実
働
７
時
間
30
分
以
内
、
土
曜
日
＝
７

時
30
分
〜
16
時
（
交
代
制
）
※
時
間
に
つ

い
て
は
要
相
談
時
給
１
千
400
円
〜（
所
有

資
格
に
よ
り
異
な
る
）
対
保
健
師
、
看
護

師
、
准
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
申
履

歴
書
に
資
格
証
・
免
許
証
の
写
し
を
添
付

し
保
育
課
へ
直
接
（
登
録
手
続
が
あ
る
た

め
郵
送
不
可
）

※
登
録
は
年
間
を
通
し
て
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

募
集坂

戸
市
民
バ
ス
の
運
行
事
業
予
定
者

市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
４
）

　
新
た
な
運
行
計
画
に
基
づ
い
た
運
行
を

実
現
す
る
た
め
、
運
行
事
業
予
定
者
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

助
成
内
容

勤
務
時
間

時
給

募

　集

募

　集

対
象
者

全
国
重
点
目

県
の
重
点
目
標

開
催
日

市
の
重
点
目
標

標
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IN FO RM ATION 市役所　☎283・1331

広告

坂
戸
自
然
観
察
会

環
境
学
館
い
ず
み
☎
284
・
７
１
１
５

場
市
内
及
び
近
隣
市
町
内
清
流
高
麗
川
や

越
辺
川
、
城
山
、
滝
不
動
な
ど
、
身
近
な

自
然
を
観
察
し
、
自
然
の
魅
力
を
み
ん
な

で
探
求
す
る
企
画
。
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え

て
、
環
境
に
関
す
る
講
義
な
ど
を
開
催
（
全

21
回
）
費
無
料
申
４
月
10
日
（火）
９
時
30
分

〜
直
接
又
は
電
話
※
日
程
等
詳
細
は
、
環

境
学
館
い
ず
み
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
課
各
種
教
室

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

◇
さ
か
ど
〝
は
っ
す
る
〞
ク
ラ
ブ

日
５
月
８
日
〜
７
月
24
日
毎
回
火
曜
日
10

時
〜
正
午
全
12
回
場
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
（
末
広
町
５

‒

１

‒

２
０
６
）
内

体
力
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
、
食

生
活
の
ヒ
ン
ト
、
お
口
の
手
入
れ
等
対
お

お
む
ね
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
な
い
方

定
15
名
（
先
着
順
）
費
１
千
円
（
運
動
用

バ
ン
ド
代
、
試
食
材
料
代
等
）
持
上
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
物
、
運
動
で
き
る
服
装
申
４

月
９
日
（月）
〜
直
接
又
は
電
話

※
駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

日
５
月
14
日
・
21
日
・
28
日
・
６
月
４
日

毎
回
月
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
全
４
回
場

健
康
増
進
施
設
サ
ン
テ
さ
か
ど
内
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習
、
ポ
ー
ル
を

使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
等
対
お
お
む
ね
65
歳

以
上
で
運
動
制
限
の
な
い
方
定
20
名
（
先

着
順
）
費
１
回
500
円
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル

料
）
申
４
月
13
日
（金）
〜
直
接
又
は
電
話

※
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
の
方
は
、
持
込
み
も

可
能
で
す
。

◇
家
族
介
護
教
室

日
４
月
20
日
（金） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
場

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
好
日
の
家
（
浅
羽

１
１
３
０

‒

１
）
内
元
気
な
介
護
者
で
い

る
た
め
の
接
し
方
・
聞
き
方
（
傾
聴
）
講

座
対
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
等

定
50
名
（
先
着
順
）
費
無
料
講
師
（
一
社
）

シ
ン
ビ
オ
ー
ジ
倉
持
氏
申
（
一
社
）
シ
ン

ビ
オ
ー
ジ
☎
227
・
６
５
０
８

ま
ち
か
ど
伝
言
板

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
広
報

発
行
日
の
前
々
月
の
25
日
ま
で
に
、
市
役

所
広
報
広
聴
課
窓
口
（
内
線
１
６
５
）
へ

直
接
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

で
か
け
ま
せ
ん
か

初
心
者
で
も
楽
し
く
描
け
る
水
彩
画
講
座

日
５
月
13
日
・
27
日
、
６
月
10
日
・
24
日

毎
回
日
曜
日
９
時
〜
正
午
全
４
回
場
中
央

公
民
館
対
成
人
定
10
名
（
先
着
順
）
費
２ 

千
円
申
４
月
10
日
（火）
ま
で
に
水
彩
画
ク
ラ

ブ
夢
画
石
井
☎
284
・
１
３
４
７
（
16
時
〜

20
時
）

な
ぎ
な
た
初
心
者
教
室

日
①
４
月
３
日
〜
24
日
毎
回
火
曜
日
14
時

〜
16
時
全
４
回
②
４
月
14
日
〜
28
日
毎
回

土
曜
日
17
時
〜
19
時
全
３
回
場
中
央
公
民

館
対
小
学
生
以
上
定
10
名
（
先
着
順
）
費

無
料
申
坂
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
三
浦
☎
090
・

８
０
３
３
・
８
２
５
０

健
康
太
極
拳
無
料
体
験
教
室

日
４
月
11
日
〜
25
日
毎
回
水
曜
日
19
時
30

分
〜
21
時
場
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
対

成
人
定
20
名
（
先
着
順
）
費
無
料
問
入
西

拳
友
会
薄
井
☎
090
・
３
２
２
０
・
３
３
０ 

９

第
15
回
い
け
ば
な
展

日
４
月
30
日
（月）
、５
月
１
日
（火） 

10
時
〜
17

時
（
１
日
は
16
時
30
分
ま
で
）
場
文
化
会

館
ふ
れ
あ
費
無
料
問
坂
戸
い
け
ば
な
協
会

丸
山
☎
281
・
４
５
７
０

春
の
山
野
草
展

日
４
月
７
日
（土） 

10
時
〜
18
時
・
８
日
（日）
９

時
〜
15
時
30
分
場
北
坂
戸
公
民
館
費
無
料

問
坂
戸
山
草
会
柳
澤
☎
284
・
１
５
７
８

坂
戸
文
化
芸
能
連
盟
・
第
85
回
唄
と
舞

日
４
月
29
日
（日） 

正
午
〜
16
時
30
分
場
文
化

会
館
ふ
れ
あ
費
無
料
問
同
連
盟
須
田
☎
281
・

７
５
３
９

布
絵
展

「
古
布
に
魅
せ
ら
れ
て
残
布
や
古
裂
と
遊
ぶ
」

日
４
月
14
日
（土）
・
15
日
（日） 

10
時
〜
16
時（
15

日
は
15
時
ま
で
）
場
文
化
施
設
オ
ル
モ
費

無
料
問
布
絵
サ
ー
ク
ル
羽
田
☎
281
・
４
１ 

５
０ジ

ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

日
４
月
14
日
（日）
・
15
日
（土） 

10
時
〜
正
午
場

浅
羽
野
中
学
校
対
小
学
生
費
無
料
申
坂
戸

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
伊
與
部
☎
080
・

５
０
３
７
・
４
６
７
２

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

日
４
月
14
日
（土）
・
15
日
（土）
・
21
日
（日）
・
22

日
（日） 

13
時
〜
15
時
場
桜
中
学
校
対
小
学
生

定
30
名
（
先
着
順
）
費
無
料
申
４
月
２
日

（月）
〜
９
日
（月）
に
ウ
ェ
ル
坂
戸
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
髙
田
☎
277
・
５
７
０
３

環境学館いずみ5月の講座
日（曜） 時間 対 象内 容 定員

13時30分～
15時30分 20名 無料

EM入りパックde 石けん
～牛乳パックでリサイクル～

無料

参加費
えひめＡＩを作ってみよう！
～自宅からはじめる環境浄化～

理科教室「水の不思議」～水
にはどんな性質があるのかな？
実験を通して調べてみよう～

８（火）

27（日）

15（火）
25（金）10時～11時

5名一般

一般

各講座の持ち物は、受付時にお伝えします。
　4月10日（火）9時30分～環境学館いずみ☎284・7115へ
※１ マスク、ゴム手袋、エプロン、長袖・長ズボン着用してください。 ※２ 親子での参加可
申

10名

23（水）

無料

10時～
11時30分

廃食油リサイクル粉石けんづ
くり（※１）

各日
15名

無料

９時～
14時30分

小学4～6年生
（※２）

一般

ま
ち
か
ど
伝
言
板

ま
ち
か
ど
伝
言
板
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 日時　  場所　  内容　  対象　  定員　  費用　  持ち物　  申込み　  問合せ

４
月
の
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン　

時
間
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
内
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
保
護
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
対
乳
児
と
保
護
者
費
無
料
持
ミ
ル
ク
、

飲
物
、
お
む
つ
申
不
要

４
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院

時
間
９
時
30
分
〜
11
時
内
お
も
ち
ゃ
の
修

理
費
無
料
（
部
品
代
は
有
料
）
申
不
要

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

４
月
の
映
画
会

日
①
４
月
７
日
（土）
②
４
月
14
日
（土）
③
４
月

19
日
（木）
④
４
月
26
日
（木）
※
各
日
と
も
13
時

30
分
〜
内
①
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
明
日（
105

分
）
②
父
と
暮
せ
ば
（
100
分
）
③
東
京
物

語
（
136
分
）
④
青
い
山
脈（
原
節
子
）（
170
分
）

定
160
名
（
先
着
順
）
費
無
料
申
不
要
問
埼

玉
県
平
和
資
料
館
☎
０
４
９
３
・
35
・
４

１
１
１

教
室障

害
者
福
祉
課
各
種
教
室

障
害
者
福
祉
課
（
内
線
４
１
７
）

◇
は
じ
め
て
の
手
話
体
験
講
座

日
・
場
◇
４
月
23
日
（月） 

19
時
〜
21
時
＝
中

央
公
民
館
◇
４
月
25
日
（水）
午
前
10
時
〜
正

午
＝
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
あ
い
さ

つ
や
名
前
な
ど
簡
単
な
手
話
を
学
習
対
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
初
め
て
手
話

を
学
ぶ
方
※
中
学
生
以
下
は
不
可
定
20
名

（
先
着
順
）
費
無
料
講
師
坂
戸
市
聴
力
障

害
者
の
会
申
４
月
20
日
（金）
ま
で
に
障
害
者

福
祉
課
へ
直
接
又
は
電
話

◇
平
成
30
年
度
上
級
手
話
講
習
会

日
５
月
14
日
〜
１
月
28
日
毎
回
月
曜
日
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
全
25
回
場
文
化
施
設

オ
ル
モ
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

中
級
手
話
講
習
会
を
修
了
し
た
方
又
は
同

等
レ
ベ
ル
の
方
※
中
学
生
以
下
は
不
可

定
10
名
（
面
接
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
）

面
接
日
４
月
23
日
（月）
９
時
30
分
〜
費
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
有
料
）
講
師
坂
戸
市
聴
力

障
害
者
の
会
申
４
月
18
日
（水）
ま
で
に
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
障
害
者

福
祉
課
（
〒
350

‒

０
２
９
２
坂
戸
市
千
代

田
１

‒

１

‒

１
）
へ
直
接
又
は
郵
送

※
応
募
状
況
に
よ
り
開
講
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
込
書
は
、
障
害
者
福
祉
課
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

西
入
間
警
察
署
少
年
剣
道
教
室

日
毎
週
木
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）
18
時

30
分
〜
19
時
30
分
場
西
入
間
警
察
署
道
場

対
小
・
中
学
生
費
無
料
（
竹
刀
・
防
具
等

は
自
己
負
担
）
申
西
入
間
警
察
署
生
活
安

全
課
（
☎
284
・
０
１
１
０
）
へ
直
接
又
は

電
話

※
教
室
開
始
日
は
、
入
会
者
が
集
ま
り
次

第
保
護
者
の
方
へ
の
説
明
会
を
経
て
決
定

し
ま
す
。

マ
マ
友
教
室
（
幼
児
家
庭
学
級
）

中
央
公
民
館
☎
281
・
１
５
６
７

日
５
月
16
日
・
30
日
、
６
月
20
日
・
27
日

毎
回
水
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分
全
４
回
内

「
み
ん
な
と
お
話
し
て
笑
顔
に
な
ろ
う
」

対
乳
幼
児
と
保
護
者
※
未
就
学
児
に
は
保

育
あ
り
定
12
組
（
先
着
順
）
費
無
料
申
４

月
10
日
（火）
９
時
〜
直
接
又
は
電
話

ち
よ
だ
女
性
セ
ミ
ナ
ー

千
代
田
公
民
館
☎
283
・
３
８
２
２

日
５
月
17
日
〜
12
月
13
日
毎
回
木
曜
日
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
全
12
回
内
一
般
教
養
、

軽
体
操
等
対
市
内
在
住
の
女
性
定
48
名（
先

着
順
）
費
１
千
円
（
教
材
費
等
）
申
４
月

25
日
（水）
８
時
30
分
〜
27
日
（金）
に
参
加
費
を

添
え
て
直
接

広告

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

面
接
日

 場

所

 日 

（曜）

 
電
話
番
号

283
・
４
３
７
８

大
家
児
童

セ
ン
タ
ー

 12 

（木）
 19 

（木）

坂
戸
児
童

セ
ン
タ
ー

 13 

（金）
 27 

（金）

282
・
３
０
９
９

千
代
田
児
童

セ
ン
タ
ー

 10 

（火）
 24 

（火）

三
芳
野
児
童

セ
ン
タ
ー

 17 

（火）
 24 

（火）

284
・
１
４
２
５

284
・
４
８
１
３

 
場

所

 日 

（曜）

 
電
話
番
号

千
代
田
児
童

セ
ン
タ
ー

休
み

282
・
３
０
９
９

三
芳
野
児
童

セ
ン
タ
ー

19 

（木）

284
・
４
８
１
３

坂
戸
児
童

セ
ン
タ
ー

18 

（水）

283
・
４
３
７
８

救命講習会（４月～６月）

種 別

普通救
命講習

上級救
命講習

期 日

５月12日
（土）

６月７日
（木）

時 間

午前９時～
正午

午前９時～
午後５時

定員

20 名

30 名

場 所

鶴ヶ島
消防署

消防本部

内◇普通救命　心肺蘇
そせ い

生法（成人）及び大出
血時の止血法
　◇上級救命　心肺蘇生法（成人、小児、乳児、
新生児）、大出血時の止血法、傷病者の管理法、
手当ての要領及び搬送法

対坂戸市及び鶴ヶ島市内在住・在勤・在学者
（中学生以上）

費無料
申４月10日（火）～消防本部警防課へ直接又は
電話（土・日曜日、祝休日を除く午前８時30
分～午後５時）

問消防本部警防課☎281・3116
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※市ホームページ「広報さかど Sakado Watching番外編」にもイベント写真を公開しています。 S akado  Watching

　病院等への受診の必要性を看護師に相談できる「♯71
19」の普及啓発のため、「こども救急なんでも相談会」
が三芳野児童センターで開催されました。
　この相談会は、子育て中の女性消防職員の発案による
取組で、参加者は「＃7119を利用したい」「救急につい
て質問できてよかった」と話してくれました。

　塚越地内の大宮住吉神社において、「祈年祭」が
行われ、翁

おきな

の座、種蒔の座、剣
けんぎょくちかいけん

玉誓剣サガシの座、
悪魔祓

っぱら

いの神楽を奉納・上演しました。
　上演の中で、剣サガシの座は、隠れ蓑

みの

を着たお
伴が姫の持つ宝の玉を奪い去り、玉を取り返すべ
く神様が剣で辺りを探すというストーリーで、観
客は固

か た ず

唾を飲んで見守っていました。

　城西大学薬学部女子キャリア支援サークル「マ
ーブル」による「手作りハーブ石けん講座」が、
北坂戸にぎわいサロン城西大学で開催されました。
　当日は、城西大学薬学部の学生と参加者が一緒
に楽しく石けんづくりを体験し、会場内は、参加
者のすてきな笑顔があふれ、にぎわいを見せてい
ました。

　「お金を賭けない」「アルコールを飲まない」「タ
バコを吸わない」を基本とした健康麻雀クラブの
交流大会が、城山公民館で行われました。
　当日は、北坂戸・千代田・城山の３つのクラブ
から32名が参加し、午前中の予選会、午後の順位
決定戦と熱戦が繰り広げられ、試合を楽しんでい
ました。

　北坂戸地区の冬の風物詩となっている「高麗川
ふるさと駅伝大会」が行われ、市内外から集まっ
た93チームの選手と招待チームの城西大学駅伝部
の選手が清流高麗川沿いのコースを力走しました。
　１人で全区間を走る城西大学駅伝部の選手と参
加選手による激しいデッドヒートに、観客からは
大きな声援が飛んでいました。

城西大学駅伝部も参加

健康麻雀交流大会in城山大会

第29回高麗川ふるさと駅伝大会
ハーブの香りただよう石けん作り

神話を題材とした神楽を奉納 脳トレしながら健康づくり

大宮住吉神社祈年祭

手作りハーブ石けん講座

子ども救急の不安を解消

こども救急なんでも相談会

市民カメラマン 市川武弘さん撮影市民カメラマン 市川武弘さん撮影 市民カメラマン 荘司和則さん撮影市民カメラマン 荘司和則さん撮影

市民カメラマン 鈴木行男さん撮影市民カメラマン 鈴木行男さん撮影

※ 皆さんの身近で起きた楽しい話題、イベントなどの情報を教えてください！！ 地域の話題を掲載しています。写真の掲載にご理解とご協力をお願いします。
※ この広報紙にあなたが写っていましたら、広報広聴課（内線164・165）へご連絡ください。写真をさしあげます。 2018.４月号 広 報さかど 24

 日時　  場所　  内容　  対象　  定員　  費用　  持ち物　  申込み　  問合せ

初
め
て
の
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ダ
ン
ス

日
４
月
21
日
・
28
日
毎
回
土
曜
日
19
時
〜

21
時
全
２
回
場
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
成
人
定
男
女
各
10
名
（
先
着
順
）
費
500

円
申
Ｓ
Ｄ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
嶋
田
☎
090
・
８ 

１
７
５
・
０
１
７
５

初
心
者
無
料
講
習
会

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

日
４
月
14
日
〜
５
月
26
日
毎
回
土
曜
日
17

時
30
分
〜
19
時
全
６
回
※
５
月
４
日
を
除

く
場
文
化
施
設
オ
ル
モ
対
小
学
生
〜
65
歳

以
下
定
10
名
（
先
着
順
）
費
無
料
申
坂
戸

リ
エ
ッ
ク
ス
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
綿

貫
☎
281
・
０
７
０
７
、
4 

281
・
５
３
３
４

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
無
料
講
習
会

歩
く
ダ
ン
ス
で
健
康
づ
く
り
に
最
適

日
４
月
７
日
〜
28
日
毎
回
土
曜
日
14
時
30

分
〜
15
時
30
分
全
４
回
場
北
坂
戸
公
民
館

対
中
学
生
以
上
費
無
料
申
フ
ァ
イ
ブ
キ
ー

ズ
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
深
海
☎
・
4 

281
・
３
７
０
５
（
当
日
直
接
も
可
）

水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

江
戸
の
装
い

日
４
月
４
日
（水）
〜
21
日
（土） 

10
時
〜
16
時
場

城
西
大
学
水
田
美
術
館
費
300
円
問
同
大
学

☎
271
・
７
３
２
７

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

坂
戸
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

日
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
10
時
〜
正
午
場

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
対
成
人
費
入
会
金
１ 

千
円
、
月
１
千
円
問
守
山
☎
090
・
８
１
１ 

５
・
６
５
５
０

親
子
書
道
教
室

日
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
15
時
場
千
代
田
公

民
館
対
５
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者
費

３
千
300
円
問
矢
野
☎
289
・
３
６
７
８

画
楽
多
ク
ラ
ブ
（
油
絵
・
水
彩
等
）

日
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
13
時
〜
16
時
場

千
代
田
公
民
館
費
月
１
千
円
問
北
村
☎
283
・

３
２
８
８

千
代
田
中
国
語
ク
ラ
ブ

日
毎
月
第
１
・
２
・
３
月
曜
日
10
時
〜
正

午
場
千
代
田
公
民
館
費
月
３
千
円
問
岡
元

☎
090
・
９
０
１
５
・
８
０
７
８

筆
ペ
ン
ク
ラ
ブ
（
虹
の
会
）

日
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
14
時
〜
16
時
場

千
代
田
公
民
館
対
成
人
費
月
１
千
円
問
高

柳
☎
090
・
９
１
０
０
・
９
９
２
０

千
代
田
水
墨
画
ク
ラ
ブ

日
毎
月
第
２
月
曜
日
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
場
千
代
田
公
民
館
対
成
人
費
月
１
千
円

問
奥
田
☎
281
・
５
７
３
１

楽
笑
ヨ
ガ
教
室

日
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
14
時
〜
15
時
30

分
場
千
代
田
公
民
館
対
成
人
費
月
１
千
円

問
赤
松
☎
289
・
５
３
８
８

ま
ど
か
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
社
交
ダ
ン
ス
）

日
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
15
時
場
大
家
公
民

館
費
入
会
金
１
千
円
、
月
２
千
円
問
岩
佐

☎
282
・
３
２
９
７

千
代
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

（
社
交
ダ
ン
ス
）

日
毎
週
木
曜
日
13
時
30
分
〜
16
時
場
千
代

田
中
央
集
会
所
対
成
人
費
月
２
千
500
円
問

田
口
☎
080
・
５
６
４
９
・
２
２
７
３

坂
戸
走
友
会
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

日
毎
月
第
３
日
曜
日
９
時
〜
13
時
場
市
内

費
年
３
千
円
問
伊
藤
☎
284
・
０
１
４
９

絵
手
紙
の
会

日
毎
月
第
４
金
曜
日
13
時
〜
16
時
場
中
央

公
民
館
費
月
600
円
問
堤
☎
286
・
２
０
５
３

坂
戸
少
年
少
女
合
唱
団

日
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
９
時
45
分
〜
11

時
45
分
場
千
代
田
公
民
館
対
５
歳
〜
中
学

３
年
生
費
月
１
千
円
問
弘
松
☎
090
・
４
３ 

７
９
・
２
３
０
４

女
性
コ
ー
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ルSola

日
毎
月
第
１
・
２
・
３
金
曜
日
13
時
〜
16

時
（
第
２
週
は
10
時
〜
正
午
）
場
入
西
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
対
女
性
費
月
２
千
500
円

問
小
室
☎
080
・
５
４
０
４
・
１
８
０
６

ち
よ
だ
太
極
拳
ク
ラ
ブ

日
毎
週
月
曜
日
13
時
〜
15
時
場
千
代
田
公

民
館
対
成
人
費
月
１
千
500
円
問
深
川
☎
281
・

３
８
８
４

恵
坂
戸
太
極
拳
教
室

日
毎
週
金
曜
日
14
時
〜
16
時
場
中
央
公
民

館
対
成
人
費
月
２
千
600
円
問
日
下
☎
283
・

７
３
２
０

レ
イ
ン
ボ
ー

巾
着
田
菜
の
花
ま
つ
り
（
日
高
市
）

日
４
月
７
日
（土）
・
８
日
（日） 

10
時
〜
16
時
場

巾
着
田
（
日
高
市
高
麗
本
郷
125

‒

２
）
内

特
産
品
版
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
に

じ
の
パ
レ
ー
ド
（
８
日
の
み
）
問
日
高
市

観
光
協
会
事
務
局
☎
042
・
989
・
２
１
１
１

花
の
里
お
ご
せ

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
４
月
29
日
（日）
コ
ー
ス
□Ａ
８
㎞
、
□Ｂ
10
㎞
、

□Ｃ
14
㎞
費
事
前
申
込
み
200
円
、
当
日
参
加

300
円
問
越
生
町
産
業
観
光
課
☎
292
・
３
１ 

２
１

※
申
込
み
方
法
等
、
詳
し
く
は
越
生
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
34
回
鶴
ヶ
島
桜
ま
つ
り

日
４
月
７
日
（土）
・
８
日
（日） 

10
時
〜
16
時
場

鶴
ヶ
島
市
運
動
公
園
（
鶴
ヶ
島
市
太
田
ヶ

谷
201

‒

８
）
内
野
外
音
楽
ラ
イ
ブ
・
ロ
ー

カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
（
７
日
）、
模
擬
店

等
問
鶴
ヶ
島
市
産
業
振
興
課
☎
271
・
１
１ 

１
１第

17
回
高
倉
菜
の
花
ま
つ
り

日
４
月
８
日
（日） 

10
時
〜
14
時
30
分
場
鶴
ヶ

島
市
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
（
鶴
ヶ
島
市
高

倉
534

‒

３
）
内
子
ど
も
の
ダ
ン
ス
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
等
問
同
セ
ン
タ

ー
☎
279
・
３
３
３
５

広告

レ
イ
ン
ボ
ー
情
報

２
７

２
16

２
18

２
23

２
20
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健診対象者には必要な書類を郵送しました。

４月の乳幼児健診
乳幼児健診　　　　　　 対象者　　　　　　　　 日（曜）

３か月 児 健 診

１０か月児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

 20 日 （金） ・24 日 （火）

 17 日 （火） ・ 25 日 （水）

 10 日 （火） ・ 18 日 （水）

 12 日 （木） ・ 19 日 （木）

 5 日 （木） ・ 13 日 （金）

平成 30 年 1 月生まれ

平成 29 年 6 月生まれ

平成 28 年 9 月 1 日～
   9 月 29 日生まれ

平成 28 年 4 月 1 日～
   4 月 30 日生まれ

平成 26 年 12 月 1 日～
   12 月 27 日生まれ

休日・夜間の救急医療機関
日 医療機関名（診療科目）

坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所（内・小）　☎289・1199
坂戸市石井 2327－5
診療時間：９時～正午、14 時～17 時、18 時～ 21時

坂 戸 中 央 病 院　☎283・0019
関 越 病 院　☎285・3161
埼玉医科大学病院　☎276・1465（小児救急医療も対応）

全休日

全　日
（24時間）

下記の医療機関は、眼科の在宅当番医で、９時～17時まで診療しています。

坂戸眼科医院　☎283・4303 ４ 月 8 日

４月の健康 Health Center Information 市民健康センター ☎ 284・1621
4 284・3939

市民の健康づくりをお手伝いするため、保健師・栄養士・歯科衛生士が相談に応じています。気軽にご利用ください。

 日時　  場所　  内容　  対象　  定員　  費用　  持ち物　  申込み　  問合せ

メンバー募集
◆ソーシャルクラブ
　精神障害のために日常生活や社
会生活に支障のある方が、社会参
加や社会復帰を目的に、グループ
活動や個別相談を行います。※原
則１年間
日原則第１・３木曜日９時30分～
11時30分  対精神障害を持つ方　
費無料
◆家族のつどい（クローバーの会）
　統合失調症患者等の家族が集い、
情報交換や勉強会を行います。
日原則奇数月の第４月曜日13時
30分～15時※プログラムによって
変更があります。 対統合失調症等
の精神障害を持つ方の家族　費無
料

乳幼児健康相談
日４月27日（金）９時30分～10時30
分  内身体計測と保健・栄養・歯
科・母乳相談　対乳幼児と保護者  
費無料　申不要

高齢者肺炎球菌予防接種（定期）
　この予防接種は、高齢者の肺炎
予防に効果のあるワクチンで、国
が定めた対象者は生涯に１回に限
り、3,000円で受けられます。
　平成30年度対象者の生年月日、
接種期間などは、市民健康センタ
ー年間予定表をご覧ください。

離乳食講習会
日５月18日（金）13時30分～15時 
内離乳食の講話と試食　対市内在
住で４か月～１歳未満の乳児と保
護者  定 24組（申込み多数の場合
は初めて参加する方を優先）  費無
料　申４月13日（金）～

生まれてくる赤ちゃんのために
防ごう！大人の風しん

　風しんは子どもの病気と思われ
がちですが、近年では大人の間で
感染が広がっています。抗体を持
たない女性が妊娠初期に風しんに
かかると、母体を通じて胎児が感
染し、心疾患、白内障、難聴など『先
天性風しん症候群』の子どもが生
まれることがあります。
　先天性風しん症候群を防ぐため
には、妊娠前に予防接種を受ける
ことが重要です。また、妊婦や妊
娠を控えた女性だけでなく、家族
や職場の同僚なども予防接種を受
けて予防することが大切です。

８０２０よい歯のコンクール
日６月３日（日）10時～正午  場鶴
ヶ島市保健センター  対４月１日
現在80歳以上の市内在住者で、自
分の歯（さし歯やかぶせた歯も含
む）が20本以上ある健康な方※過
去に表彰を受けた方は除く  主催入
間郡市歯科医師会　申５月15日
（火）までに市内歯科医師会会員歯
科医院又は市民健康センターへ

パパママ教室

日５月15日(火)・30日(水)、６月
11日(月)13時15分～16時※３日間
１コース、１日だけの受講も可
内◇１日目＝妊娠中の体・心・栄
養・歯についての講話、おすすめ
レシピ試食、子育てサービスの紹
介　◇２日目＝妊婦歯科健診、歯
みがき指導、お風呂の入れ方の実
習等　◇３日目＝マタニティスト
レッチとリラクゼーション、赤ち
ゃんを迎える心と体の準備の講話  
対市内在住の妊婦と家族　定 24組
（先着順）※歯科健診のみ定員15名  
費無料　申４月10日（火）～

2018.４月号 広 報さかど 26
※予…予約制（原則相談日の一週間前から開始。詳しくはお問合せください。）
※各相談とも祝日を除く。相談時間は、正午～13：00を除く。

相談名・相談内容 日程・曜日 時　　間 問　合　せ会　　場
法律（弁護士）●予 …金銭・不動産ト
ラブル、夫婦・親子・相続等の法律問題
法律（司法書士）●予 …多重債務・
離婚・相続・成年後見等
登記 …土地・建物の登記手続・書
類の作成等
行政書士 …遺言書・契約書・離
婚・相続手続等
行政（なんでも） …行政機関に
対する意見・苦情等
新・増築（住まい） …部屋の増
改築・修繕等
不動産（宅地建物取引士）●予 …
土地・建物等不動産の有効活用等
不動産（不動産鑑定士）●予 …土
地・建物の適正価格算定、賃料の算定
消費生活 …契約やサービスに
関するトラブル等
女性 …女性としての様々な悩み、
夫や恋人からの暴力、LGBT等
人権 …プライバシー、障がい者、
同和問題、家庭・近隣トラブル等
税務 …相続・贈与・マイホーム取
得等に関わる税のしくみ
内職 …内職を希望する市民を対
象にした相談及び斡旋
職業 …求人情報の提供及び相談
員による職業相談・紹介
ふれあい・福祉総合 …福祉に
関する総合相談
生活困窮者自立支援 …生活
困窮者の自立に向けた相談
家庭児童 …子どものしつけ・性格・
ことばの遅れ等、子どもの育児上の悩み

子育て支援利用 …保育園・幼
稚園等の施設や、地域の子育て支
援事業の利用の案内・相談

母子・父子自立支援 …経済的な
自立に向けた就業及び生活面の相談
子育て …就学前の乳幼児に関す
る子育ての不安・心配・悩み
教育 …小・中学生の生活や学習、
性格、行動、心や体に関する相談

心配ごと …悩みの解決に向け
た助言や情報提供等

市役所　☎283・1331

 2 日 （水） ・ 10 日 （木）
 16 日 （水） ・ 22 日 （火）
 1 日 （火） 

 1 日 （火） 

 8 日 （火） 

 今月はありません

 24 日 （木）

 24 日 （木）

 11 日 （金） 

毎週月・水・木・金

 7 日 （月） ・ 21 日 （月）

 14 日 （月） 

 17 日 （木） 

毎週火・金

毎週月～金

毎週月～金

毎週月～金

毎週月～金

毎週火・木・金

 8 日 （火） 
 10 日 （木） ・ 22 日 （火）
 11 日 （金） ・ 17 日 （木）
 15 日 （火） ・ 25 日 （金）
 1 日 （火） ・ 24 日 （木）
 18 日 （金） 
毎週火・木（その他の曜日
も電話等で随時予約受付）

毎週月～金

毎週月～金

 1 日 （火）
 9 日 （水）
 14 日 （月）
 16 日 （水）
 17 日 （木）
 25 日 （金）

市役所

勤労女性センター

市役所

内職相談室（市役所内）

坂戸市ふるさと
ハローワーク（市役所内）
ふれあい・福祉総合相談
コーナー（福祉総務課内）
自立生活サポートセンター
（市役所内）
家庭児童相談室
（子育て支援課内）
子ども・子育て支援相談室
（子育て支援課内）
千代田児童センター
大家児童センター
坂戸児童センター
三芳野児童センター
坂戸つどいの広場
入西つどいの広場
子ども・子育て支援相談室
（子育て支援課内）
子育て支援センター
（坂戸保育園内）

教育センター

東坂戸団地集会所
福祉センター
大家公民館
西坂戸自治会館
文化施設オルモ
入西地域交流センター

市民生活課（内線 314）

坂戸市消費生活センター（内線 191）

勤労女性センター（内線 372）
※予約制（電話相談有り）

人権推進課（内線 233）

課税課（内線 274）

内職相談室☎ 284・5872

ふるさとハローワーク☎ 284・0038

ふれあい・福祉総合
相談担当（内線 507）
自立生活サポートセンター
☎ 283・1112

子育て支援課（内線 484）

子育て支援課（内線 490）

子育て支援課（内線 429）

子育て支援センター
☎ 288・2141※面談は予約制
教育センター☎ 283・7301
            ☎ 289・9661

坂戸市社会福祉協議会
☎ 283・1597

 10 ： 00 ～ 16 ： 00

 10 ： 00 ～  正午

 13 ： 00 ～ 15 ： 00

 10 ： 00 ～  正午

 13 ： 00 ～ 16 ： 00

 10 ： 00 ～  正午

 10 ： 00 ～ 15 ： 30

 13 ： 00 ～ 17 ： 00

 9 ： 00 ～ 16 ： 00

 10 ： 00 ～ 15 ： 00

 10 ： 00 ～ 16 ： 00

 10 ： 00 ～ 17 ： 00

 8 ： 30 ～ 17 ： 15

 8 ： 30 ～ 17 ： 15

 9 ： 00 ～ 17 ： 00

 9 ： 00 ～ 16 ： 00

 9 ： 30 ～ 11 ： 45

 10 ： 00 ～ 11 ： 45

 9 ： 00 ～ 16 ： 00

 9 ： 00 ～  正午

 9 ： 00 ～ 16 ： 30

 9 ： 30 ～ 12 ： 30

 9 ： 00 ～  正午

お子さんへ一言お子さんへ一言

太
たろ う

郎田
だ

　葵
あおい

くん
　　　　（１歳７か月）

尾
お い け

池　佐
さ

介
すけ

くん
　　　　（１歳５か月）

毎日にこにこの葵。
お兄ちゃんと仲良く
なあれ☆♡

いつもニコニコして
る佐介がみんな大好
きだよ。



木桶造り醤油
518円（税込み）

人口と世帯数の動き ●３月１日現在の人口です

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
4
月
1
日
発
行

こ
の
広
報
紙
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

かムりんとう
200円（税込み）

編集・発行：坂戸市総合政策部広報広聴課（〒 350‒0292　坂戸市千代田一丁目１番１号　☎ 283・1331（代表）　4283・3903）
　　　　　　インターネットホームページ http://www.city.sakado.lg.jp/　モバイルサイト http://www.city.sakado.lg.jp/mob/
　　　　　　Ｅメールアドレス info@city.sakado.lg.jp　通常業務時間：月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

平成29年４月～平成30年2月分
ごみ・資源物排出量

※図書館流通センター「新刊全点案内」より引用
　中央図書館 ☎281・6369新着図書案内

一度は訪ねてみたい日本の原風景 人・水・土が織りなす暮らし
日本水土総合研究所／著 論創社

　日本全国の疎水、ため池・ダム、棚田・水田遺跡、段畑の中から80
地区を取り上げ、地区の特徴や魅力を写真と解説で分かりやすく伝える。
近傍の立ち寄りスポットも掲載する。

茶事の懐石料理がホントに一人で作れる本 お茶を楽しむ
入江亮子 佐藤宗樹／著 世界文化社

　もともと懐石料理は、「食は飢えぬほどにてたる事也」程度でよいもの。
飯、汁、向付から煮物椀、焼き物、湯桶、香の物まで、茶事の懐石料理
を一人で作る極意と、レシピを紹介します。

◇２５,６１２トン
（前年同時期比５６トン減）

人　口　１０１，２３３人（前月比－９９人）　
男　性　５０，７７５人　
女　性　５０，４５８人　
世帯数　４５，３６０世帯（前月比±０世帯）

　混ぜれば
『ごみ』、分け
れば『資源』。
雑がみの分別

にご協力をお願い
します。

問市民生活課（内線 316）

こすもす
所在地：東坂戸2‐9‐105
電話：277・8605
定休日：土・日曜日、祝日
営業時間：午前９時～午後５時

お店から一言
　こすもすでは、無農薬の
野菜や麦、大豆を栽培し、
それらを原料とするパンや
お菓子、豆腐を製造・販売
しています。

お店から一言
　坂戸産小麦・埼玉県産大豆
を使用し、一年以上木桶で醗
酵熟成した香り・旨みの多い
醤油を是非お試しください。

お店から一言
　「創業70年変わらぬ味とサービスで」
をモットーに皆様のご来店をお待ちして
おります。いつもありがとうございます。

スマホで

広報紙をもっと身近に

マチイロ

広報さかどのアプリ配信
◆ご利用開始は次のステップで簡単に・・・・・・
下記二次元バーコードなどからアプリをインストール お住まいの地域などを設定 準備完了！

Vol.5

　市では、市民の健康づくりを応援するメニュ
ーや食品を提供する店舗を「食を通じた健康づ
くり応援店」として認定しています。現在、市
内の４４店舗が認定されていますので、
こちらのコーナーで順次ご紹介して
いきます。また、「食を通じた健康づ
くり応援店」は、随時募集しています。
応援店の目印は？
　店舗の外にこちらの「のぼり旗」
を掲出しております。（一部掲出
していない店舗もあります）。

福禄寿 らいか
所在地：日の出町2‐12
電話：281・0164
定休日：月曜日、第3火曜日
営業時間：
　午前11時30分～午後2時、
　午後5時30分～午後10時

酸
サンラータンメン

辣湯麵
950円（税込み）

4月15日～25日は、酸辣湯麵が100円引き

4月15日～25日は、店頭販売
のみ「かムりんとう」10％引き

4月15日～25日
は、 税 込1,000
円以上のお買い上
げで５％引き

弓削多醤油 株式会社
所在地：多和目475
電話：286・0811
定休日：日曜日、祝日
営業時間：
　午前8時～午後5時


